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序 文

新たな世紀、 21世紀を迎え、 携帯電話やパソコンなど高度情報通信機器が普及し、 これらなくして

の社会生活は考えられない時代となりました。 これらの情報通信技術や情報処理技術はこれからも進

歩し、 われわれの社会生活や世の中の仕組みまでも変えていくことでしょう。 このような日々変化し

ていく時代の中にあって私たちの行く末を考えるとき、 来し方を正確に知ることの腫要性がますます

増してきております。

歴史は、 過去に興った事実の積み重ねから明らかにされていかなければなりません。 県内各地域は

情報の共有化により均質化しておりますが、 特に地域との結びつきの強い埋蔵文化財は各地域の個性

溢れる歴史を明確にするために欠くことのできない重要な位置を与えられてきております。 しかし、

埋蔵文化財は道路や宅地の造成、 ほ場整備などの大規模開発により年々破壊され、 消滅の危機にさら

されています。

このような中にあって、 宮城県教育委員会では、 開発部局等に遺跡の所在を周知徹底するとともに、

開発との関わりが生じた場合には積極的に保護することに努めてきております。

本書は、 宮城県土木部との保存協議に基づき、 仙台港背後地土地区画整理事業に先立って実施した

仙台市中野高柳遺跡の発掘調査のうち 、 住宅地区の平成12·13年度の調査成果をまとめたもので、 背

後地関連調査報告書の1冊目にあたります。 発掘調査の結果、 鎌倉時代から室町時代をへて江戸時代

にいたる武士階級の屋敷跡の様子が明らかとなってきております。 中野高柳遺跡がある仙台市北東部

から多賀城市西部には、 中世に「八幡荘」と呼ばれた荘園がありました。 本遺跡に屋敷を構えた人々

は、 八幡荘の管理 ・ 運営に深く関わっていたと考えられます。 こうした成果が広く県民の皆様や各地

の研究者に活用され、 地域の歴史解明の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、 遺跡の保存に理解を示され、 発掘調査に際しては多大なるご協力をいただい

た関係機関の方々 、 さらに実際に調査にあたられた皆様に対し、 厚く御礼申し上げる次第です。

平成 15年 3 月

宮城県教育委員会

教育長 千 葉 慎 弘
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調 査 要 項

遺 跡 名：中野高柳遺跡（宮城県遺跡登録番号 01146) 

遺跡記号： KX 

所 在 地：宮城県仙台市中野字高柳

発掘面積：約8,890rrl (1 -4区 うち確認調査的rrl)

調査期間：平成12 年 7 月 3日-9月29日 、 平成13 年4 月 9日-11月 6日

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課

調 査員：平成12年度

佐藤則之• 佐久間光平•高橋栄一 ・引地弘行

平成13年度

村田晃一• 相原淳ー・天野順陽•千葉直樹

鈴木朋子（亘理町職貝技術研修） ・中鉢琢也（山元町職員技術研修）



第I章 調査にいたる経過

仙台港背後地土地区画整理事業は 、 仙台港の増大する物流需要と船舶の大型化 ・ コンテナ化等の輸

送革新に対応するため 、 仙台港に隣接する北側から西側の背後地 一帯を対象とし 、 宮城県はもとより

東北地方の国際貿易・交通拠点として 、 また仙台都市圏の物流拠点・工業生産拠点としての機能を持

たせることを目的として平成2年11 月16日に都市計画決定され 、 翌年 7 月23日に事業計画決定された 。

この事業地内には 、 高柳A遺跡 、 高柳B遺跡 、 竹ノ内遺跡 、 沼向遺跡（遠藤館跡が重複） 、 中野曲

田板碑 、 耳取観音堂板碑が存在することから 、 平成 2年度から土地区画整理を担当する県土木側と 、

文化財保護行政を担当する県文化財保護課（以下、 当課とする） および遺跡が位置する仙台市文化財

課（以下、 市文化財課とする） との間で 、 事業と遺跡とのかかわりについて協議を重ねた 。 その 一環

として平成2年度には上記6遺跡について当課、 市文化財課、 県国際港都市整備課の3者で改めて分

布調査を行い 、 さらに平成 3年度から 5年度にかけて当課が高柳 A· B遺跡と竹ノ内遺跡 、 市文化財

課が沼向遺跡の確認調査を行った 。 この結果、 平成5年9 月 7 日の説明会において文化財側が事業と

かかわりのある遺跡の範囲を確定し 、 調査の方法について説明を行った 。 その際 、 高柳 A · B遺跡に

ついては中野高柳遺跡と 一本化し 、 範囲を若干変更している 。

平成 6年度からは中野高柳遺跡（担当：当課・市文化財課） 、 沼向遺跡（担当：市文化財課） につ

いて事前調査を開始し 、 現在も継続中である 。 中野高柳遺跡の 発掘調査は 、 流通地区（＝都計道路南

側）の道路部分について当課が平成6 · 7年度に担当したのちは 、 市文化財課が平成7年度から11年

度まで調査（中央部の都市計画道路部分 、 住宅地区（＝都計道路北側）の道路部分 、 流通地区の事業

所建物部分） を行った 。 平成12年度以降は 、 関係各課との協議に基づき 、 再び当課が調査を担当して

いる 。

第Il章 遺跡の概観

1 • 中野高柳遺跡の位置と遺跡周辺の地形環境

中野高柳遺跡は仙台市の北東部 、 宮城野区中野字高柳に位置する（第1図） 。 遺跡の南 1 kmを七北

田川が東へ流れ 、 約3kmで河口にいたる 。 範囲は南北に細長く 、 最も広い部分で測ると南北400m 、

東西150mほどで 、 面積は約50,000面ある 。

遺跡は仙台平野の北端部 、 七北田川左岸の沖積低地上にある標高3-4mの自然堤防に立地する 。

この沖積低地は 、 北東を多賀城台地 、 北西は富谷丘陵、 西から南を七北田川の河道に沿った自然堤防 、

東の海側は3列の浜堤列によって取り囲まれている 。 さらに 、 七北田川左岸の自然堤防の 一部は洞ノ

口付近から東へ分岐し 、 山王地区にいたる 。 この自然堤防南の後背湿地部分には 、 広大な谷地（湿地

帯） が広がっていた 。 内部を流れる七北田川や砂押川は 、 自然状態においては河道が 一 定ではなく 、
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第1図 中野高柳遺跡周辺の地形（松本1995を一部改変）

洪水時には冠水した広大な水域の中で常に流路を変えながら流れていたと考えられている（松本秀

明： 1995) 。 遺跡が立地する自然堤防の南への延びが不明瞭となるのは、 こうした理由によるものと

みられる <U1)
0

（註1)中野高柳遺跡周辺の地形的環境については、 松本秀明氏の以下の論考を参考にした。

1994 「仙台平野の成り立ち」「仙台市史」特別編 1 ー 自然ー仙台市史編さん委貝会
1995 「山王遺跡の位橙と遺跡周辺の地形環境」「山王遺跡 II J宮城県文化財調査報告杏第167集
1997 「山王遺跡の地形学的背療」「山王遺跡NJ 宮城県文化財調査報告書第171集

2. 周辺の遺跡と歴史的環境

古代 ・ 中世の七北田川は多賀城市新田の南で東に折れ、 七ヶ浜町湊浜で海に注いでいたと考えられ

ている。しかし、 現在の七北田川の流路沿いも自然堤防が発達していることから、 湊浜に注ぐ本流の

ほかに、 現在の流路とほぽ同じ位置を流れて蒲生付近に注ぐ支流があったとみられる（田中則和：

1995) 。 中野高柳遺跡では、 平安時代の中頃から江戸時代までの遺構が検出されている。 以下、 遺跡

が機能した時代における周辺の様相について、 発掘調査成果を中心に概観する（第2図） 。

i奈良•平安時代I

本遺跡の北4 kmの丘陵に、 神亀元年(724)陸奥国府多賀城が造られる。 多賀城は、 10世紀後半に
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廃絶するまで律令政府による東北経営の中心施設であり 、 奈良時代は鎮守府もおかれた 。 多賀城創建

と同時に南東1.2 kmの丘陵には付属寺院である多賀城廃寺が造られた 。 寺名は「観世音寺」と考えら

れている（多賀城市史編纂委員会： 1991)。 また 、 多賀城の外郭南門の傍に建つ「多賀城碑」は 、 天

平宝字6年(762)に多賀城を全面的に改修した藤原恵美朝臣朝猿の顕彰碑と考えられている（阿

部•平川編：1989) 。 多賀城周辺の奈良時代の遺構は 、 自然堤防上の山王遺跡八幡 ・伏石•千刈田地

区 、 市川橋遺跡館前地区、 新田遺跡後・北寿福寺地区や丘陵部の多賀城廃寺周辺の高崎遺跡井戸尻・

弥勒地区などで 発見されている 。 遺構は掘立柱建物跡や竪穴住居跡などで 、 そのあり方は 、 平安時代

と較べて広い範囲に散在し 、 閑散としている 。

8 世紀末頃になると 、 南北大路 、 東西大路の2 本が多賀城外のメインストリートとなり 、 10世紀後

半まで維持される 。 その後 、 南北大路の西側は2段階の整備を経て方格地割が形成され 、 多賀城を中

心とした都市的空間＝町並みが完成した 。 遺構や遺物のあり方から見た地割内部は 、 東西大路沿いが

国司など高級官僚の邸宅が並ぴ、 外側に中・下級役人の屋敷や庶民の住まい 、 各種の工房などがあっ

たと考えられる 。 一方 、 南北大路の東側は西側ほどの街路の整備は行われなかったと考えられている

（千葉孝弥ほか：2001) 。 また 、 山王遺跡では道路による方格地割の外側で水田の大畦畔が110m間隔

で 発見されており 、 多賀城周辺の耕地は条里制に基づいた地割（条里型地割） が施行されていたと考

えられる 。 条里型地割は仙台市内の南小泉（仙台東郊条里跡） ．鈎取（ 山田条里遺構） ・飯田・北

目• 袋原・富沢•市名坂をはじめ 、 利府町春日地区や名取市高館地区でも認められる（熊谷公男：

2000) 。

多賀城周辺における都市計画的整備の実施は 、 方格地割の外側にも影響を及ぽす 。 周辺集落が増

加・拡大するだけでなく 、 住居が竪穴住居から掘立柱建物へと推移し 、 それらの中には計画的配置を

とるものがあるといった 、 集落構造 そのものにも変化が起きている 。 こ うした多賀城周辺における変

革は仙台平野 一帯でも認められ 、 集落や水田域が新たに出現したり 、 拡大する傾向が認められる（高

橋栄一：1995) 。

I鎌倉•室町時代I
鎌倉•南北朝時代の遺跡周辺 、 現在の仙台市岩切 ・高砂から多賀城市・利府町にかけての 一帯は 、

八幡荘•南宮荘•田子荘とい う荘園と高用名と呼ばれた公領に分かれていた 。 八幡荘は 、 現在の宮城

野区蒲生 ・中野から多賀城市八幡にかけての地域にあったと考えられており 、 中野高柳遺跡はこの中

に位置する 。 既述のとおり古代 ・中世の七北田川は多賀城市新田の南を東流しており 、 その南側が八

幡荘と推定されている 。 この地を治めていたのは 、 鎌倉時代が平姓陸奥介氏 、 南北朝時代以降は平姓

八幡介（のちに八幡氏と称す） である 。 室町時代末期になると 、 八幡氏は岩切城を居城（のち利府城

に移る） とした留守氏の家臣となり 、 八幡荘は留守氏の領地の 一部となった（大石直正：2000) 。 留

守氏の家臣団の居館と考えられる屋敷跡は 本遺跡のほかに数箇所で確認されているが 、 これらの屋敷

はいずれも16世紀の終わり頃に廃絶する 。 その理由としては 、 天正18年(1590)頃に留守氏が伊達政

宗によって黒川郡に移転させられ 、 家臣もこれに従ったためと考えられている 。

発掘調査が行われた中野周辺の中世遺跡は 、 本遺跡のほか仙台市岩切城跡 、 東光寺遺跡 、 若宮前遺
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No. 遺 跡名 種 別 時 代 No. 遺 跡名 種 別 時 代
1 中野高柳遺跡 屋敷 古代～近世 11 大日南遺跡 集落•屋敷 平安～中世
2 松森城跡 城館 中世 多 12 多賀城跡 国府・屋敷 奈良～近世

笹森城跡 城館 中世 賀 13 西沢遺跡 集落 古代～中世
ムロ 4 岩切城跡 城館 鎌倉～室町 城 14 高崎遺跡 集落•都市・屋敷 古代～中世

東光寺遺跡 械館・寺院•石窟仏•板碑群 鎌倉～室町 市 15 留ヶ谷遺跡 城館 古代～中世
市 6 洞ノロ遺跡 城館・屋敷・集落•水田 古代、 中世、近世 16 八幡館跡 散布地・城館 古代～中世

今市遺跡 集落 平安～中世 切頚 17 湊浜磨様仏 石窟仏 中世
鴻ノ巣遺跡 集落•屋敷·水田 弥生～中世 利 18 菅谷館跡 散布地・城館 平安～中世， 新田遺跡 集落•屋敷•水田 縄文～中世 府 19 菅谷磨崖仏 石窟仏 中世

10 山王遺跡 集落•都市・屋敷•水田 弥生～近世 町 20 利府城跡 散布地・城館 古代～中世

第1表 中野高柳遺跡周辺の中世遺跡

跡、 今市遺跡、 鴻ノ巣遺跡、 洞ノロ遺跡、 多賀城市新田遺跡、 山王遺跡、 大日南遺跡、 八幡館跡など

があげられる。 このうち中野高柳・洞ノロ・新田・山王・大日南遺跡などでは、 敷地が溝や堀で方形

に囲まれた内部から掘立柱建物や塀、 井戸などが検出されており 、 武士階級の屋敷跡と考えられてい

る。 また、 洞ノロ ・ 鴻ノ巣• 今市• 新田遺跡では、 武士階級の屋敷跡とともに鎌倉時代から室町時代

の屋敷跡が数多く発見されており 、 町並みが形成 されていたと考えられる。 新田遺跡では、 出土陶磁

器の中に占める中国陶磁器や瀬戸産施釉陶器などの高級品の割合が高いとの指摘がある。 このため仙

台市岩切から多賀城市新田にかけての地域は、 中世の「多賀国府」とみる見方が強まってきている

（入間田・大石編： 1992ほか） 。 文献からみた多賀国府は、 14世紀まで機能していたと考えられており、

役所や役人たちの居館のほか、 河原宿五日市場、 冠屋市場という2つの市場があった。 そこで商業活

動を行った在家が生活し、 刀鍛冶や紙漉職人など、 さまざまな職人の工房も存在した都市的な場であ

ったと考えられている。

中野高柳遺跡の北東部には永仁4年(1296) に造立された板碑が残る。 遺跡で発見された武士階級

の屋敷に関わる人の墓、 もしくは供養塔とみられる。 遺跡周辺の高砂地区では、 ほかに36基の板碑が

確認されている。 また、 この地区の北西に隣接する岩切地区は、 236基以上の板碑が確認されており、

仙台市内最大の板碑密集地となっている（仙台市史編さん委員会： 1998) 。 その6割を超す158基以上

が見つかっている東光寺の板碑の年代は、 弘安元年(1278) が最も古く、 他もほとんどのものが鎌倉

時代後半に集中し、 多賀国府が国府としての機能が失われるとともに板碑の数が激減する。 東光寺の

板碑は種子だけのものが多く、 墓碑もしくは死者の追善供養のために造立されたと考えられる。 これ

に対して岩切地区の洞ノロから多賀城市新田字安楽寺にかけては、 造立者自身の極楽往生を願って生

前に立てられた彼岸念仏板碑が多い。 こうしたことから、 中世都市「多賀国府」の西に位置する東光

寺から羽黒前遺跡にいたる丘陵斜面は、 墓地や大規模な追善供養の場であり 、 これと反対に国府の東

は生者のための逆修供養の場であったと考えられている（岡田清―: 2000) 。
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第 m 章 調査の方法 と 経過

1 .  調査の方法

平成 12年度か らの調査は 、 住 宅地 区北西 隅に測 量原 点（第X系国家 座標）を 設置し 、 それを も とに

東西•南北に基準線を 延長し 、 調査区全域に 3rn方 眼を 設定した 。 方 向は 真北を基準 とし 、 グ リ ッ ド

の呼称は原点か らの東西 ・南北方 向の距離で 表した 。

検出した遺構の実測図は原則 として 1 /20の 縮尺で 作成した 。 その際 、 平面図は グ リ ッ ドを基準に

している 。 遺構の記録写真は 、 35 mmの モノ ク ロ と リ パーサル、 6 x 7 cmモノ ク ロ と リ バーサ ル フ ィ ル

ムを 使用して行った 。 また 、 各年度の調査成 果がま とまった段階で 、 航空 写真を 撮影した 。

2 .  調査の経過

中野高柳遺跡の 発掘調査は遺跡全 体が対象 となるため 、 調査面積 が広大で多年 次にわたる と 予想さ

れた 。 そこで 、 平成 12年度か らの 発掘調査では 、 住 宅地 区を市文化財課の調査区や 既存 道路を境にし

て 1 - 6 区に 、 また 、 流通地 区は 既存 道路や河 川跡あるいは 区画溝跡を 反映した低地部 分を 境にして

A - E 区に 区分した （第 3図 ） 。 本年度までに県文化財保護課が行った 発掘調査の 概要は 、 以下の通

りである 。

①平成 6 年度の調査

平成 6年度は 、 都市計 画道路「中野 線」 に平行して南を 走る 幅12mの道路 予定地の う ち 、 B 区分の

調査を行った 。 調査面積は1 .050 rrlである 。 その結果、 13世紀を中心 とする 武士 階 級の 屋敷跡を 検出

した 。 主な遺構は掘立柱建物跡 、 井戸跡 、 土城、 溝跡などである 。 出土遺物の中には 、 修 験者もし く

は 僧を 墨で 表現した「 人物 嬰書礫」 がある 。

②平成 7 年度の調査

前年度につ づいて道路 予定地の う ちの C 区分を調査した 。 調査面積は950 rrlである 。 主な検出遺構

は 、 南北道路跡の東側 溝、 区画溝跡 、 掘立柱建物跡などである 。 区画溝跡は前年度に確認した屋敷に

伴 う 可能 性が考え られた 。

③平成12年度の調査

本年度より 仙台市教育委員会か ら発掘調査を引き継 ぐ こ と となり 、 住 宅地 区の 1 区 と 2 区・ 3 区の

北端部（計3 ,2 60 rrl) について調査を実施した 。 その結果、 平安時代 と 鎌倉時代より新しい遺構を確

認した 。 平安時代の遺構は水田跡 と 畑跡で 、 水田・ 畑か ら畑へ と変遷しており 、 前者は 灰白色火山灰

の 降 灰、 後者は河 川の 氾濫 とい う 、 自然災害によって廃絶していた 。 また 、 住 宅地 区中央の 凹地は 平

安時代の河 川跡であった こ と が判明した 。

鎌倉時代より新しい遺構は 、 武士階 級のもの と み られる 屋敷跡である 。 屋敷は 幅 3 mの 溝によって

区画されており 、 2時期の変遷がある 。 古い 屋敷は 一つの 区画か らなり 、 新しい 屋敷は 二つ以上の 区

画で構成されているこ と がわかった 。 また 、 古い 屋敷は遺跡の範囲外に 延びており 、 区画溝の東辺を
一部拡 張した が、 北 辺は確認で きなかった 。
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調査主体 調査年度 場所 （ 第 3 図） 調査面積(rri) 調査主体 調査年度 （次 数） 場所（第3図） 調査面積(rrl)
1994 ① l.050 1995 （ 第 1 次） I 1.090 
1995 ② 950 1996 （ 第 2 次） II 810 

宮城県 2000 a · b •  C 3.260 仙台市 1997 · 1998 ( 第 3 次） 皿 2,490 
2001 d - f 、 ③ • ④ 6.400 1999 （ 第 4 次） N 690 
2002 g - i 、 ⑤～⑧ 10,570 1999 （ 第 5 次） V 

計22.230rr! ( う ち確認l.240rrl) 計5,620rrl

第2表 調査年度と調査面積

④平成13年度の調査

発掘調査は本年度から通年( 4 月 -l l 月 ） となり 、 住宅地区は昨年度から継続部分( 2 · 3 区） と

4 区、 流通地区では B区内の2 箇所で調査を行った。 調査面積は、 事前部分が6,2 40面、 確認部分が

160面である。 住宅地区では、 鎌倉時代の南北道路跡を発見 したほか、 屋敷跡は新たにもう2 時期加

わり 、 4 時期となる ことがわかった。 屋敷跡の年代は、 古いものから鎌倉時代→室町時代→江戸時代

と考えられた。 また、 平安時代の河川跡は湿地化 し 、 12 世紀代にゴ ミ 捨て場となっていたことがわか

った。 湿地からの出土品には土器 ・陶磁器・漆製品・木製品・鉄製品・動植物遺体などが出土してい

る。

流通地区は、 平成6年度の調査区の両側を 2 箇所調査 した。 その結果、 鎌倉時代の屋敷に伴う建物、

ゴ ミ 穴とみられる大土城などを検出 した。

⑤平成14年度の調査

住宅地区は 5 · 6区西側と 5 区北東隣接地の 2 箇所、 流通地区はA区、 B 区で 3 箇所、 D区とD区

隣接地の6箇所 、 あわせて 8 箇所で調査を行った。 調査面積は、 事前部分が9.500面、 確認部分は

1,070面である。 5 · 6区西側では、 湿地と平行 して南北に延ぴる12 世紀代の溝跡や近世屋敷の区画

溝跡を検出した。 5 区北東隣接地は遺跡の範囲外であったが、 掘削中に遺構が発見されたため急邊調

査を実施 し 、 平安時代の畑跡や16世紀代の ゴ ミ 穴である大土城等を確認 した。

流通地区では A · B· D 区を縦断する鎌倉時代の南北道路跡を発見 した。 南北道路跡は住宅地区で

確認 し たものと一連で、 遺跡内を縦断(390m) してさらに南北に延びる。 B区では、 平成6 · 13年

度に確認 した鎌倉時代の屋敷跡の北辺と西辺を検出 し 、 屋敷の規模は半町四方であることが判 明 し た。

A区では住宅地区の室町時代、 江戸時代の屋敷跡の南辺を確認 した。 それぞれの規模は室町時代が東

西半町、 南北―町、 江戸時代は東西―町以上、 南北半町である。

第W章 基本層序

表土から遺構面までの基本層序は、 大別で 7 層( I - vn ) に分けられた。 遺跡内の微地形をみると、

住宅地区の中央から流通地区の東縁に河川跡が認められ、 その両側に自然堤防が形成されている。 河

川跡右岸の自然堤防は東西幅が50-60mある。 そこでは、 河川跡に接続する東西方向の幅の狭い凹地

が6条以上あり 、 さらに住宅地区では東西の凹地をつなぐ南北の凹地が観察できた。 発掘調査の結果、
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凹地は中世の屋敷を巡る区画溝跡であり、 近世以降は、 凹地や河川跡の低地を拡張して水田( 1 C 層）

に利用したことがわかった。 水田で囲まれた高い部分 （ ＝ 屋敷跡内部） は、 主として畑( 1 b 層 ） に

利用されていた。 こうした水田や畑に よ って遺跡全体が削平されており、 中世以降の旧表土である第

m層は、 1 区東部で確認したのみである。 また、 第 II 層 も 河川跡を反映した低地でのみ認められた。

第 I 層

表土である。 盛土( a 層） 、 畑耕作土 ( b 層： 黒褐色～黄褐色 シ ル ト ） 、 水田耕作土( C 層 ： 褐灰色

～灰色粘土） がある。 c 層の上には a 層が認められる部分が多い。 厚さは a 層が30-70cm、 b 層は50

cm、 c 層 は10-40cmある。

第 1I 層

にぶい黄褐色 (10YR4/3) シ ル ト で、 調査区東端の S D 1100河川跡を中心に認められた。 厚さは20

cmある。

第m層

黒褐色 (lOYR3/2) 粘土質 シ ル ト で、 中世以降の旧表土である。 1 区東部で認められ、 他の場所で

は確認する こ と ができなかった。 厚さは20cmある。

第N層

にぶい黄褐色 (10YR4/3) 砂質 シ ル ト を主体と しており、 河川の氾濫を起源とする層である。 S D

1100河川跡を中心に認められる。 氾濫に よ って S F 1303 · 1333畑耕作痕や S D1151区画溝跡は東端部

が壊されている。 厚さは河川跡の最も深い部分で260cmあり、 恩の細分も 可能で砂質 シ ル ト のほか、

砂やシ ル ト 、 粘土が認められる。

第V層

にぶい黄褐色 (10YR5/3) シ ル ト を主体としており、 河川の氾濫を起源とする層と考えられる。 古

代の S F 1303 · 1333畑耕作痕が掘り込まれた。 また、 第m層の残りが悪いため、 中世より新しい遺構

の大部分は、 本層および第W層で確認している。 層の厚さは河川跡右岸の自然堤防の高い部分で10-

20cm、 1 区や 2 区の西端で自然堤防の縁辺にあたる部分は50cmである。

第VI層

灰白色火山灰層である。 1 次堆積( b 層） と 2 次堆積 ( a 層） に細分できる。 VI b 層は 4 区で検出

された S F 1334畑耕作痕、 1 区から 2 区の自然堤防縁辺で検出された S F 1199水田跡を覆っている。

厚さは10cm前後ある。 VI a 層は調査区のほぼ全域で認められ、 厚さは10-20cmある。

第VJI層

2 層 に分けられる。 VII a 層は灰黄褐色 (lOYRS/2) シ ル ト で、 主 と して自然堤防部に認められ、 S

F 1334畑耕作痕が掘り込まれた。 厚さは80-90cmある。 自然堤防縁辺では、 暗灰黄色 (2.5Y4/2) 粘

土のVII b 層が広がっており、 そこに S F1199水田跡が営まれている。 厚さは10-20cmである。
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第 V 章 発見 し た 遺構 と 遺物

遺構の記述に際しては、 今回報告する部分が仙台市教育委員会 （以下 、 市教委とする） の調査区

（第 3 次調査） によって分断されているため、 調査区の呼称を北から 1 - 4区とする （第5 · 10 · 14

図） 。

1 .  古代

( 1 ) 河川跡

[ S D 1 1 00河川跡】 （第4屈）

1 · 3 •  4区の東端で確認した南へ流れる河川跡で 、 南北150m分を確認した。 流通地区の調査で

も同 一 と みられる河川跡を確認しており 、 4区南端から270m南下した と ころ で西に向きを変えてい

る。 堆積土から灰白色火山灰 （基本層位第VI層） を指標と して上下で大別できる。 灰白色火山灰下の

河川跡(S D l lOOA) は、 東西35m以上、 深 さは2.6m以上ある。 河岸部分の堆積土は4層に大別で

きる。 4層は粗砂、 3 層は シ ル ト質粘土、 2 層が砂、 1 層は シ ル トを主体とする。 灰白色火山灰が降

灰した頃の河川跡( S D l lOO B ) は、 東西34m 、 深 さは2.6m以上ある。 下陪は粗砂や砂がラ ミ ナ状

に堆積するが、 上層は氾濫を起源と する黄褐色の砂や シ ル ト （基本層序第N層） であり 、 これによっ

て河川は埋没する。 その後、 中央部分に東西 9 m 、 深 さ0.9mの湿地 ( S X l200) が形成される。

E 
3.8m -, 3

 

3.8m 

゜ 5m 

SX1200 第1V層 •嶋信冒霜OOB
第Via層

1 : 第 I a層 2 : 第 I a層対応 3 : 第 l e層 4 : 第 D 層 5 : SD1494 (近世の区画溝跡） 6 : SD1248 (中世の区画溝跡）

第4図 S 0 1 100河川跡断面図 ( 4 区南端）
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第5図 第VI[層の検出遺構

遺物は、 B 期堆積土から土師器・赤焼土器・須恵器が出土し、 S X 1200からは12世紀代のかわら

け • 中世陶器・輸入磁器 • 木製品・漆製品 ・動物遺体 • 植物遺体などが出土している (111)。

（註1) SX1200については、 今回報告する屋敷の年代と異な り 、 同時期の遺構は湿地左岸に想 定 さ れ る こ とから次回以
降に報告する 。
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( 2 ) 第珊層検出遺構

1 · 2 区の西端で 水田跡 、 4 区東側で 畑跡を 検出し た（第5図） 。

[ S F 1 1 99水田跡、 S D 1 1 55 · 1 1 56水路跡］ （第 6 · 7図）

1 - 2 区の西端で 検出し た。 耕 作域は東端が S D l155水路跡 によって 区画されており 、 西は調査 区

外 へ延びる 。 ま た 、 1 区では S Dl155に接 続して西 へ延びる S Dl156 水路跡がある 。 耕 作 土や畦畔が

確認でき たのは 2 区北端までで 、 そ の南は 後世 の削平で 失われて いる 。 S D l155の西 には 幅3m 前後

の大畦が 、 S Dl156 の両側は大畦か ら西へ 延びる 幅l.2-l.6 m の畦が 作 られて いる 。

小畦は 6 .0 -7.Sm間隔で 作 られており 、 小区画の水田跡を 8 区画確認し た。 こ の うち 平面形や面積

がわ かる のは 、 2 区画で 、 平面形は 正方形 もし くは それ に近 く 、 面積は40-48rrlある 。 水口は小畦と

大畦の接 統部および小畦の交点で南北方 向 の小畦南端 に設 け られており 、 5 ヵ 所で確認し た。 耕 作土

は 暗灰黄色粘土で 、 厚 さは 10cmほ どあり 、 下面は 凹凸がある 。

S Dl155は南北1 15m 、 S Dl156 は東西13m 分を 検出し 、 と も に調査 区外 へ延びる 。 S D l155は上

幅l.3-l.6 m 、 下幅0 .7-1.0m 、 深 さは lm 前後あり 、 断面形は 逆台形 、 方 向は N -30 ° - Wである 。

S D l 156 は 幅や 断面形は S D l155と同 じであるが 、 深 さは0 .7m 前後である 。 水路跡 の堆積 土は3層

に分けられる 。 第3層は機能時の堆積 土、 第 2 層は廃絶後の堆積 土、 第 1 層は 灰白色火山灰層である 。

水路堆積 土の第 2 層は耕 作 土 も 覆 っており 、 水田耕 作と 灰 白色火山灰の降 灰の間 には 、 ある 程度の時

B 
I- 3.4m 
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゜
ぬ 土色 • 土性 況入物など 備 考 No. 土色 • 土性 混入物など 備
1 褐色 (lOYR4/6) 砂 11 灰オリープ色 (SYS/2) 帖土 紗を互層状に含む SD1155·1156第 3 層

赤褐色 (5YR3/6l 砂 12 暗灰黄色 (2.5Y5/2) 粘土 炭化物を多く含む
3 極暗赤褐色 (5YI辺/4) 砂 基本層序第V層 13 暗灰黄色 (2.SYS/2) 帖土 砂 を 多 く 含 む

赤褐色 (5YR4/6) 砂 14 灰オリープ色 (5¥5/2) 帖土 SF1199畦畔積土
5 灰黄褐色 (IOYR5/2) 砂 15 灰色 (5Y5/I) 粘土 役背湿亀昴分における纂胄層Hの旧表±I
6 略灰黄色 (2.5Y5/2) シ ル ト 7層の肖堆積層 基本廣序第\1 a 層 16 暗灰貨色 (2.5Y4/2) シ ル ト

灰 白 色 (8/) 灰白色火山灰層 基本層序if\ 11 b 層 17 暗灰黄色 (2.5Y5/2) 粘土 基本層序第\l b層
暗灰黄色 (2.SYS/2) 粘土 水田 • 水路廃絶後の堆積土 18 灰 色 (SYS/I) 粘土
灰オリープ色 (5Y5/2) 帖土 19 灰オリープ色 (5Y5/2) 粘土

10 略灰貿色 (2.5Y4/2) 帖土 SF1199水田耕作土 20 灰 オ リ ープ色 (5Y6/2) 砂

第 6 図 S F 1 1 99水田 跡、 S D1155 • 1 1 56水路跡
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第 8 図 S 01155水路跡出土遺物

間差があ っ た と 考 え られる 。 S D l155第 3 層か ら

体部に墨書が施 さ れた ロ ク ロ 調整の土師器杯が出

土 している （第 8 図） 。
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第 9 図 S F1334畑耕作痕、 S 01256 • 1257区画溝跡断面図
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【 S F 1334畑跡、 S D 1 256 • 1 257区画溝跡】 （第 9図）

4 区東側で検出した。 耕作域は北端を S D l256溝跡、 西端はS D l257 溝跡によ って区画されている。

両者は一連の溝と考えられ、 さらにS D 1256はS D llOO河川跡と接続するとみられる。 南への延びは、

2002年度の流通地区の調査で確認している （村田 ・ 茂木 ： 2002) 。 したがって、 S D 1256 · 1257は S

D l100河川から西へ23m延びて南へ折れ、 130m以上続くことがわかった。 その内側が耕作域である。

耕作痕は上幅30-50cm、 下幅20cm前後、 深 さ 20cm前後、 溝中心間の距離はl.2-l.5mである。 底面は

凹凸がある。 耕作痕の上部は、 壁が崩 落して幅が広くなっている。

区画溝跡は上幅1.5m 、 下幅0.7 m 、 深 さ は0.8mある。 底面は平坦で、 断面形は逆台形、 方向は S D

1257 で測ると N - 25° - Wである。 第 9 図に示したS D l256の断面が逆台形とならないのは、 河川の

接続部分に近いため、 他の場所に較べて壁の崩壊が進んだためと考えられる。 堆積土は 6 層に大別で

きる。 第 6 層は壁の崩 落土を主体とする自然堆積、 第 5 層は灰白色火山灰層、 第 4 層は水成堆積、 第

3 層は灰白色火山灰の再堆積層 、 第 2 陪は自然堆積、 第 1 層は河川の氾濫によ って短時間に形成 され

た層 （基本層序第w層） と考えられる。 灰 白 色火山灰は区画溝や耕作痕の底面近くに堆積しており、

火山灰は畑耕作時あるいはそれに近い頃に降灰したと考えられる。

( 3 ) 第V層検出遺構

1 - 4 区のほぼ全域で畑跡を検出 した（第10屈） 。 畑は溝に よ って画されており、 耕作痕も異なる

ことから北部～中央部の S F 1303と南端部の S F 1333に分けられる。

【 S F 1 303畑跡、 S D 1 1 50 • 1 1 51 区画溝跡、 S X 1 1 54洪水痕跡】 （第11 · 12図）

1 - 3 区で検出した。 耕作域は西端をS D l150溝跡、 南端はS D 1309溝跡によ って区画されている。

1 区では、 S D l 150から東に分かれ、 S D l100河川跡に接続する S D l151溝跡がある。 したがって、

耕作域は北が調査区外へと延びるが、 東は S D l100に面し、 西をS D l 150、 南はS D 1309に画され、

その内部を S D l151が細分していると考え られる。 S D l 151南の耕作域の範囲は、 南北110m 、 東西

は後述する河川の氾濫によ って壊されているが、 53-55mとみられる。 S D l150の南端は攪乱によ っ

て壊されており、 その先の状況は不明であるが、 2 区南西端に設けた ト レ ンチでは確認できなかった。

耕作痕は広狭 2 つのグルー プがあるが、 両者は重複することなく、 一定の距離をおいて平行するこ

とから同時期とみられる。 広いものは上幅60-80cm、 下幅40-60cm、 深 さ 20cm 、 溝中心間の距離は

l.5-2.2mである。 狭いものは上幅20-40cm、 下幅10-30cm、 深 さ 10cm、 溝中心間の距離はl.5-2.5m

である。 双方とも底面は凹凸があり、 堆積土は地山 プロ ッ ク を含むにぶい黄褐色～褐色の シ ル ト であ

る。

区画溝跡はS D l150が上幅I.Om 、 下幅0.4-0.6m 、 深 さ は0.9mある。 底面は平坦で、 断面形は逆台

形、 方向はN -25° - Wである。 S D l 151は幅がS D l 150と同じで、 深 さ は0.3mある。 底面は平坦で、

断面形は逆台形、 方向はE - 15° - Nである。 堆積土は 3 層に大別できる。 第 3 層は壁の崩落土、 第

2 層は水成堆積を主体とする層 、 第 1 層は河川の氾濫によ って短時間に形成 さ れた層と考えられる。

S D l 150 · 1151は、 河川との接続部や互いの接続部のほか、 数ヶ所で溝の幅が広くなったり、 平面

15 
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<SX1154〉

凸 D ← 3.4m 

〈S01151〉

ぬ 土色 • 土性 視入物など 傭 考
1 にぷい責員色 00YR4/3) IJlシ，，ト
2 灰貨褐色 (IOYR412) シ ル ト 砂を多く含む SX1154第 1 層
3 褐色 (IOYR4/4) シ ル ト 砂を多く含む
4 にぶIヽ責員色 (IOYR4/3) 紗9シルト 見±·�化富t多（含b SX1154第2層
5 1: ぶい責員色 {IOYRS/3) it『ルト
6 にぷい黄褐色 (IOYR4/3) 砂 SX1154第3層
7 にぶIヽ責員色 (IOYR4/2) It貫シルト 砂を多量に含む
8 灰黄褐色 (JOYRS/2) 粘土 SD1150 · 1 151第 3 層

くSD1150 · SD1151 • SX1154> 
ET 

F 1-3.Im SB1159 (Sl · Wl) 柱穴

くS01150〉 くSD1150〉

-T 
J K i--3.0m4 L ← 3.0m 

くSD1150〉 く$01150〉

MT oT
 

m
 

91
 

3
 

zl
 

く$01150〉
p 1-3.lm 

ぬ 土色 • 土性 視入物など 煽
1 にぷい黄褐色 (IOYR5/3) 砂 第 1 層
2 灰オリープ色 (SYS/2) シルト 紗をうミナ状に含む
3 崎灰貰色 (2.5Y4ん） 砂賃シルト 第 2 層4 灰オリープ色 (SYS/2) シルト 砂を多く含む
5 にぶい貴褐色 OOY応i/3) 砂
6 暗灰黄色 (2.5Y5/2} 枯土
7 灰黄色 (5Y6/2} 粘土

第 3 層8 仄員員色 (JOY低3) 佐t胃シルト， 灰黄褐色 (IOYRS/2) 枯土

傭 考

第 1 層

m 
くS01309> <SD1330〉

ぬ 土色 • 土性 混入物など
I Iこぶい責褐色 (lOYR5/4) 砂
2 1: ぶい貴員色 (lOY�'J) l}lf;1,ト
3 にぷい黄褐色 (l0YR5/3) 砂
4 Iこぶい費褐色 (IOYR5/3) 枯土

くS01309 ・ 1 330〉

0 lm 
I I I I I I I I I I I 

第1 2図 S D1150 · 1151 ・ 1309 ・ 1330区画溝跡、 S X1154断面図

形が歪んでいる。 これは S D llOOの氾濫によるものと考 えられる。 氾濫の被害は畑跡の東端にも及ん

でいる。 最も壊されている部分は S D l 151と S D l100の接続部で、 土城状となっており、 S D l 151の

底から60cm以上深くなる ( S X ll54) 。 S X l l54の堆積土は 3 層に大別できる。 第 3 層は河川の氾濫

に よ って短時間に形成された層 （基本層序第1V層） で、 その上面に遺物や焼土・炭化物が廃棄されて

いる （第2 層） 。 第 1 層はその後の自然堆積である。

第 2 層から ロ ク ロ 調 整の土師器杯 （第13図1 - 3 · 5 ) · 長胴甕（第13図 6 · 7 )、 赤焼土器杯

（第13図4) が出土している。 土師器杯の 1 点には外面に墨魯がみられる （第13図 5 ) 。
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ぬ 種 別 層 位 特 徴 口径 底径 器高 残存卒 写真図版 登録
1 土誦器 ・ 杯 第 2 層 外面 ： ロ ク ロ ナ デ、 回転糸切り 内面 ： ヘフ ミ ガキ→瓜色処理 14. 0  4. 6 5.1 4/5 16-2 
2 土師器 ・ 杯 第 2 層 外面 ： ロ ク ロ ナ デ、 回転糸切り 内面 ： ヘ ラ ミ ガキ→黒色処理 (15.6) (5.6) 5.0 1/4 
3 土師器 ・ 杯 第 2 層 外面 ： ロ ク ロ ナデ、 回転糸切り 内面 ： ヘフ ミ ガキ→煤色処理 (14.0) 5.6 5.7 1/4 
4 赤焼土器 · 杯 第 2 層 外面 ： ロ ク ロ ナ デ、 回転糸切り 内面 ： ロ ク ロ ナ デ （コ テ仕上げ） (15.4) 5.5 4.2 2/5 16-J 
5 土師器 ・ 杯 第 2 層 外面 ： ロ ク ロナデ→墨書 「口」 内面 ： ヘ ラ ミ ガキ→黒色処理 一部
6 土師器 ・ 甕 第 2 層 外面 ： ロ ク ロナデーヘラケズリ 内面 ： ロ ク ロ ナ デ→指ナデ (24.3) 一 部 16-4 
7 土師器 ・ 甕 第 2 層 外面 ： ロ ク ロ ナデ→ヘ ラ ケ ズ リ 内面 ： ロ ク ロナデーナデ (22.8) — •  一部 16- 5 8 

（単位 ： cal 

第13図 S X1154出土遺物

【 S F 1 333畑跡、 S 0 1 309 ・ 1330区画溝跡】 （第11 ・12図）

4区東部で検出した。 耕作域は北端を S D UOO河川跡 と 接統する S D l 309溝跡、 西端は S D l330溝

跡によ って区画されている。 両者は接統せず、 土橋状に掘り残さ れた部分がある。 S D l330は南へ33

m延びる。 したがって、 耕作域の範囲は南北33m以上、 東西は河川の氾濫によって壊 されているが、

40m ほ ど と みられる。 耕作痕は上幅40-60cm、 下幅30cm前後、 深 さ 10cm前後、 溝中心間の距離は1.2

-l.4mである。 底面は凹凸があり、 堆積土は地 山 プ ロ ッ ク を含むオ リ ー プ褐色砂質 シ ル トである。

区画溝跡は上幅0.8-0.9m 、 下幅0.6m 、 深 さ は0.8mある。 底面は平坦で、 断面形は逆台形、 方向は

S D1330がほぼ真北を向き、 S D l 309はE - 10゜ -25° - Nである。 堆積土は 3 層に大別できる。 第 3

層は壁の崩落土、 第 2 層は水成堆積、 第 1 層は河川の氾濫によ って短時間に形成された層 （基本層序

第w層） と 考えられる。
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第14図 1 - 4 区で検出 し た 中 ・ 近世遺構
L
 

2 .  中世以降 （第14図）

中世以降の記述は、 道路跡や区画溝跡、 整地跡など複数の調査区にまたがるものから行い、 個別の

遺構は調査区 ご と に述べるこ と と する。

( 1 ) 道路跡

【 S X 1 600道路跡） （第15固）
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No一ー＿
2＿
3＿
4

弓

土色 • 土性
にぶい責員色 (IOYR4/3) シルト
黒褐色 (IOYR3/2) シ ル ト
にぷい貴褐色 (JOYRS/3) 帖士
灰黄褐色 (lOYR4/2) 砂 1侶士をう ミナれに含し
褐色 (10YR4/4) 粘 土

視入物など 偏
. 

人為堆積
考＿

壁の崩落土

璧の刷落土

No＿ー＿
2-
3-
4＿

2
6-
7-
8＿

土色 • 土性
iこぶい賃褐色 (JOYR6/•l シルト
鼈灰貢色 (25Y5/2) 砂質シルト
灰黄色 (25Y5/2) シルト質粘土
屠灰賃色 (2.SY辺） シ＂ 卜賃枯土
鼈灰貢色 (25Y4/2) 紗質シルト
貴員色 （公Y5/3) 砂Rシ，，ト
t•J-プ馳伍如） シルト難土
欝貴褐色 (2.SY6/6) シ，，＂＂辻

渥入物など 綱 考

B期東側溝堆積土

A期東餞溝堆積土

B期西側溝堆積土

5
 

第15図 S X 1600道路跡
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漏羅 鮒
0 5cm 
1 , , , , I 

特 徴
外面 ： ナデー押印 （「簾状」）
外面： ナデー押印 （「簾状」） 破片を砥石に転用
破片を砥石に転Jf1

第16図 S X 1 600道路跡出土遺物
冒

2 区から 4 区西部にかけて検出した南北道路跡である 。 南北110m分を検出した。 東側溝は S D

112 9区画溝跡と接続する 。 S K 122 4 · 1300土壊、 S D 1238 ·12 63溝跡よ り新し く 、 S D1140 ·1208 · 

1209 ・ 1288 ·12 89区画溝跡、 S B 1361 -1366建物跡、 S X12 54竪穴遺構、 S E 122 0 · 12 58井戸跡、 S

D12 46 · 12 84溝跡よ り古い。 S X l600は流通地区の調査でも確認しており、 総長は390m以上で南は

遺跡外へ延びる （村田 ・ 茂木： 2 002 ) 。 方 向 は 2 区南半から 4 区で N - 2 0° - W 、 2 区北半で N -

40
°
-wほ どである。

路面の両端は素掘りの側溝を伴うが、 西側溝は東側溝に較べて幅が狭く浅いため、 2 区南半や 4 区

で確認できなかった。 東側溝は 2 時期の変遷 (A→ B ) がある。 路幅は東側溝 B と西側溝の心々で測

ると、 3.0-4.5mである 。 西側溝は上幅0.5-1.lm 、 下幅0.3-0.8m 、 深 さは0.2 mある 。 断面は逆台形

である。 堆積土は 3 層に分けられるが、 いずれも自然堆積である 。 東側溝は上幅1.0-1.5m、 下幅0.6

-0.9m、 深さは0.7mある 。 断面は逆台形である 。 堆積土の細分は場所によ って異なるが、 自然堆積

のの ち、 最上層は人為的に埋め戻されている。 側溝堆積土から常滑産甕や砥石が出土しており （第16

図） 、 うち甕の破片 2 点は砥石に転用されてい る ( 2 · 3 ) 。

( 2 ) 区画溝跡

【 S D 1 1 01 ・ 1 102 • 1 1  03 • 1 1  06• 1 1 29区画溝跡】 （第17図）

1 区と 2 区北部で検出した。 S D l101 ・ ll06 · ll2 9は、 東西53-62 m、 南北58m以上の範囲を区画

する溝跡で、 S D l101は西辺、 S D l106は東辺、 S D l12 9は南辺にあたる 。 S D 1102 · 1103は S D

1101に接統する溝跡である。 また、 S D l129にはS X l600道路跡東側溝が接統しており、 この部分で

は 2 時期の変遷が認められる。 S E1134井戸跡、 S K ll2 4 · l l35土城、 S D 1109 ·1131 ・ 1132 溝跡よ

り新し く 、 S D 1105 · ll40区画溝跡よ り古い。

S D l101 · ll06 · 112 9は上幅l.2 -2.6m 、 下幅0.6-l.2 m、 深さはUmある。 断面は上部が大きく開

く逆台形である。 堆積土の細分は場所によ って異なるが、 自然堆積のの ち、 最上層は人為的に埋め戻

されている 。 S D l102 は S D l101に接続して西へ延 ぴる 。 上幅1.5-2.0m 、 下幅0.7-1.0m、 深さは0.7

mある。 断面は上部が大きく開く逆台形である 。 堆積土は 5 層に大別され、 第 5 層が水成堆積、 第 1

- 4 層は 自 然堆積とみられる。 S D l103は S D l101から東へ1.8m分確認した。 上幅0.6m前後、 下幅

0.3m前後、 深 さは0.2 mある。 断面は皿状で、 堆積土は自然堆積である。

S D l101 · ll06堆積土から常滑産甕 （第18図 I - 4 ) 、 S D l129第 4 層から卒塔婆とみられる木簡

が出土している（第18図 5 ) (高橋 • 吉野： 2 001) 。
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く$01106〉 A · B :  第 I a層 C · D : 第 I 濁
twl 土色 • 土性 混入物など 備 考
l 褐灰色 (IOYR4/I) 砂賃シルト

第 1 層2 褐灰色 (10YR4/I) シ ル ト
3 賞灰色 (2.5Y4/ll 帖土贋シルト

第 2 層4 灰貴Ill色 (IOYR5/2) 砂胃シルト
5 瓜褐色 (2.5Y3/l) 粘土 第 3 層
6 黄灰色 (2.5Y4/l} 粘土

第 4 層7 黄灰色 (2.5Y4/1) 粘土 砂を含む
8 黄灰色 (2.5Y4/l) 粘土 砂を多量に含む， 黒褐色 (2.5Y3/l) 粘土 砂を多量に含む 第 5 層
JO 灰色 (JOYS/!) 砂

くSD1101〉

第17図 S 0 1 101 ・ 1 1 06 • 1 1 29区画溝跡
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.� 遺 構 ・ 出土層位 種 別 器 種 産 地 特 徴 写真図版 登録
S01106 · 堆積土 淘器 甕 常冷 常滑編年 5 - 6型式期 (13世紀中薬～後半） 17- I 12 
SD1!06 · 堆積土 陶器 甕 常情 外面 ： ナデー押印 <r簾状J + 「x」) 17- 7 13 

3 SD1106 · 堆積土 園器 甕 常汁 外面 ： ナデ→押印 （「簾状」） 17- 5 14 
SDl!Ol ・ 堆積土 隕器 甕 常沿 外面 ： ナデ→押印 （「簾状」） 17- 4 15 

5 _ SD1129· 第i 4 層 木簡 「亡 コ 崖主J (lQJ) X 28 X  1 疇 081型式 19- 2 16 
第18図 S D1101 ・ 1 1 06 • 1 129区画溝跡出土遺物

【 S D 1 223 • 1 229 ・ 1 230 · 1 231 ・ 1 248 • 1 249 ・ 1 289区画溝跡J (第19 · 20図）

2 区南部と4 区で検出した。 2 時期の変遷(A→ B ) がある。 B期の溝はS D 1231 · 1248 · 1284 · 

1289で、 東西40-50m 、 南北62m以上の範囲を区画 し 、 西辺は中央が西へ張り出す。 S D l231は北辺

か ら 西辺北側 、 S D l248は東辺、 S D l289は西辺南側 にあたる。 南辺は流通地区の調査で確認( S D

1650) しており、 区画の南北長は105mほどである （村田 ・茂木 ： 2002) 。 A期の溝は S D 1223 ·

1229 · 1230 · 1249で、 この時期の区画の東西長は63m以上ある。 S X l600道路跡、 S X l200湿地跡、

S K l302土城よ り新 し く 、 S D 1140 · 1237 · 1288区画溝跡、 S K 1234 · 1242土城、 S D l284溝跡より

古い。 また、 S D l248と S X l260遺構は溝で接続している。

S D l231 ・ 1248は上幅2.0-2.Sm 、 下幅0.8-l.9m 、 深さは0.6mある。 断面は上部が大きく開く逆台

形である。 S D l231は底面の両端付近が一段低い。 堆積土の細分は場所によって異なるが、 北辺は自

然堆積ののち 、 最上層は人為的に 埋め戻されている。

S D 1230 · 1249は古い時期の区画溝跡である。 S D 1223 · 1229はこれらと一連と考 え ら れ、 古い時

期の北辺は ク ラ ン ク 状に折れて西へ延びる。 したがって 、 この時期の S D l223は上幅1.3m 、 下幅0.9

m 、 深さは0.3mある。 断面は逆台形である。 堆積土は 2 層 に 分け ら れるが、 いずれも自然堆積であ

る。

S D l248の堆積土か ら常滑産甕 （第21図 1 ) や砥石 （第21図 2 ) 、 確認面から 白磁碗が出土している。

【 S 0 1 1 05区画溝跡】 （第22 · 23図）

1 区東部と 2 区北部で検出 し た。 2 時期の変遷(A→ B ) がある。 A期の溝はほとんどがB期溝と

重複 しており、 わずかに南辺東側で確認できるのみである。 A期の溝で囲まれた区画は、 北辺が24m 、

南辺29m 、 東辺38m 、 西辺で40mあり、 南辺がやや長い方形である。 南辺中央部には幅1.8mの土橋

( S  X ll97) が設け ら れている ほ l )
。 B 期は東辺の溝が西へ折れず、 南へ 5 m延びてS D l l42に接続

する。 S D ll06 · 1 129区画溝跡、 S E ll26井戸跡、 S K 1122 · 1124 · 1135土城、 S D l l09溝跡よ り新

しい。
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第19図 S 0 1 223 • 1230 · 1231 ・ 1248 • 1289区画溝跡

10 20m 

B 期の溝は東 • 西 ・ 北辺が上幅l.2-l.8m 、 下幅0.4-0.8m 、 深さは0.8mある。 断面は逆台形である。

これに対し、 南辺は上幅2.3-2.7 m 、 下幅0.4m 、 深さは1.2mある。 断面は上部が大 きく開く 逆台形で

ある。 A 期の溝は上幅2.lm 、 下幅0.8m 、 深さは0.7 mある。 A期は自然堆積ののち、 人為的に 埋め戻

されている。 B期の堆積土は 4 層 に大別で き る。 第 4 層が水成堆積、 第 2 · 3 層は 自 然堆積、 第1 層

は人為的な埋土と考えられる。 B 期の堆積土から常滑産甕 （第24図4 ) が出土している。

（註1) SXll97土橋跡は、 仙台市教委の調査で確認したものであるが、 平成12年度の調査で2区を一郎拡張して再罹認したため、 ここに掲載した。

[ S D 1 208 · 1 209 ・ 1 237区画溝跡］ （第22 · 23図）

2 区北部の S D ll40区画溝跡底面で検出した。 2 時期の変遷 ( A : 1209→ B : 1208 · 1237) がある。

B期の溝で囲まれた区画は、 北辺と南辺が25.lm以上、 西辺で34mあり 、 南辺は南西隅から16mのと

こ ろで幅2.5mの土橋 ( S X I399) が設けられる。 A期の溝は区画北西隅付近で確認でき 、 残りが悪

いが北西隅から1.5 mの地点で、 幅 4 mの土橋 ( S X 1398) が設けられたとみられる。 A · B期とも

東辺は不明であるが、 同位置で重複する S D l l40の東辺が S D l400とみられることから、 ほぼ同 じ位

置に東辺が想定される。 その場合、 北辺の長さは35m 、 南辺は32mとなる。 S X l600道路跡 、 S D

1129区画溝跡、 S D l221溝跡より 新しく、 S D l l40区画溝跡、 S E 1210 · 1212 · 1226井戸跡、 S K

1213 · 1225 · 1234土城より古い。
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くSD1229 ・ 1230 • 1231 〉

CT 
D l-2.9m 

く$01223〉

ET 
F 1- 3.0m 

GT 

くS01248 · 1249北東隅〉
H f- 3.lm I 一

� 
i-L 2.9m 

くSD1231〉 <SD1248東辺〉

゜ 2m 

ぬ 土色 • 土性 視入物など 備 考
l 灰黄褐色 (IOYR4/2) シ ル ト 亀tll プロ7ク を含む SD1231第 1 層 （人為堆積）
2 黒褐色 (JOYR2/2) 粘土
3 黒褐色 (IOYR3/1) 帖土 SD1231第2層4 黙褐色 (JOYR3/J) 粘土 紗をラミナ状に含む
5 褐灰色 (IOYR4/Il 粘土 亀u11u,クを多（含b
6 灰貴褐色 (IOYR4/2) シ ル ト SD1229第 1 屠
7 褐灰色 (IOYR4/I) 粘土 息山プロックを含む S01229第 2 庖8 褐灰色 (IOYR4/l) シ ル ト， 凩褐色 (!OYR3/l) 粘土 SD1230堆積土
A SDJ140堆積土
B SD1209堆積士

くSD1229 ・ 1230 • 1231〉
l'b 土色 • 土性 混入物など 偏 考
l 黒褐色 (IOYRl/2) 桔士賃シルト S01231第 1 層
2 昂Ill色 !IOYR3/2) Iii土賃シルト 炭化物を含む SD1231 第 2 層3 炭化物層
4 にぷい責胃色 HOYRS/4) シルt
5 褐灰色 (JOYR4/I) 粘土 水成堆積層 SD1231第3層6 褐灰色 (JOYR4/I) 粘土 亀山プD7クを多〈含b
7 褐灰色 (!OYR4/l) 粘土 水成堆積層

ぬ 土色 • 土性 混入物など; 1�:1は霊i/:n_�I褐灰色粘土 を含む

1 〈SD1223>

土色 · t性No. 混入物など
I 員灰色 (IOYR4/I) 砧士質シルト
2 黒褐色 (IOYR3/2) 粘土
3 暗褐色 (IOYR3/3) シ ル ト 亀山プa, クを多〈約
4 関褐色 (JOYR3/I) 粘土 砂をうミナ状に含し
5 1: ぶい負員色 {IOYR4/3) シルt賃砂

くSD1248 • 1249北東隅＞

No. 土色 • 土性 況入物な ど
l 釦褐色 UOYRl/1) 佑土9シルト 員灰色打シル｝を含b
2 罷褐色 (IOYRl/ll 佑土賃シルト
3 黒褐色 (IOYR3/2) 紗費シルト
4 覇色 (IOYR2/l) 紗質シル ト
5 聞色 (IOYR2/I) 砂償シルト 亀山プロックを含b

くSD1248東辺〉

第20図 S D 1 223 • 1 230 • 1231 ・ 1248 • 1 249区画溝跡断面図

備 考
S01223第 1 層
S0!223第 2 層
S01140堆積土
S0!208堆積土
S01209堆積土

備 考
SDI碑第 1 層
SDI磁第 2 層
SDI碑第 3 層
S01249堆積土

偏＿ 考一
SDI碑第 2 層

SDI碑第 3 層

くS01231〉

B 期の溝は残りの良い南辺でみると上幅1.5m、 下幅0.9m、 深さは0.7mある。 北辺や西辺では下幅

0.5m 、 深 さは S D 1140の底面から0.3m ある。 A期の溝は区画北西隅付近で確認できる。 上幅I.Om前

26 
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後、 下幅0.6-0.8m 、 深さは S D l140底面から0.3mある。 断面は逆台形である。 堆積土は両時期と も

残存する下層部分については自然堆積である。 A期の底面から木製品が出土している （第24図8 ) 。

【 S D 1140 · 1 1 42 · 1 400区画溝跡l(第22 · 23図）

S D l 140は、 2 区で検出 した北 • 西・南を 「コ」字状に巡る区画溝跡である。 一方、 S D l 142は 3

区で検出した北・東・南を 「 コ 」 字状に巡る区画溝跡である。 両者は、 北辺と 南辺の位置が一致し、

断面形や堆積土が共通するこ と から、 一連の溝と考えられる。 東西54-56m 、 南北34-37 mの範囲を

区画しており、 S D 1142は北東隅から4m西でS D l 105B区画溝跡と接統する。 また、 S D l 140の南

辺は南西隅から16mのところ で幅2.5mの土橋 ( S X 1399) が設けられる。

と こ ろ で、 2 区の東端には S D 1400南北溝跡がある。 S D 1400は部分的な検出にとどまるが、 S D

1140と一連の溝 と みた場合、 S X 1399は区画南辺のほぽ中央に位置する。 したがって 、 S D l 140 · 

1142で囲まれた区画は、 S D 1400区画溝跡によって細分が可能であり、 それぞれの区画の規模は、 南

北は変わらず、 東西が西 ( S D 1 140 · 1400) が、 32-35m 、 東 ( S D 1142 · 1400) は16-20m と なる。

S X l600道路跡、 S D 1129 · 1208 · 1209 · 1223 · 1229 · 1231 ・ 1237 · 1248区画溝跡、 S E 1210 · 

1212 · 1226井戸跡、 S K 1213 · 1225 · 1234土城、 S D 1221溝跡より新しい。 溝は北辺• 西辺• 南辺西

側で上幅2.l-2.9m、 下幅1.2-2.0m 、 深さは0.4-0.6mある。 東辺や南辺東側は上幅1.8m、 下幅I.Om 、

深さは0.5-0.6mある。 断面は逆台形である。 堆積土は4層に大別でき、 第4層が水成堆積、 第 2 . 

3 層が自然堆積、 第 1 層は人為的な埋土と 考 え られる。

底面付近から青磁皿 （第24図 1 ) 、 下層の自然堆積土から常滑産甕 （第24図 3 ) . 茶臼下臼 （第24

図13) ・砥石（第24図9 · 11) ・磨面を も つ石、 上層の埋土から瓦質土器摺鉢、 堆積土から白磁碗

（第24図 2 ) . 羽ロ・粉挽臼上臼 （第24図12) ・粉挽臼 • 石鉢（第24図10) ・凹 みや磨面 と いった使

用痕を も つ石 • 鉄滓、 確認面から青磁 • 鉄製工具柄 （第24図7 ) などが出土している。 他に上記に混

じって古代の須恵器・赤焼土器・平瓦（第24図5· 6 ) が出土している。

【 S 0 1 275 • 1 288区画溝跡l(第25図）

4区のS D 1275 と S D 1288は、 現代の水路によって分断されているが本来は一連の溝跡と みられる。

住宅地区では区画の一部を検出したが、 流通地区で南辺を確認しており、 南北60m 、 東西17m以上の

範囲を区画している（村田 ・ 茂木： 2002) 。 S X l600道路跡、 S D 1284· 1289区画溝跡、 S E 1275井

戸跡、 S K 1285 · 1290土壊より新しく、 S D 1291A · B溝跡より古い。

西辺の S D 1288は 2 時期の変遷 ( A → B ) があり、 B 期は上幅が推定で2.0m 、 下幅I.Om 、 深さは

0.6mある。 A 期は上幅が2.5m以上 、 下幅2.0m 、 深 さは0.7 mある。 堆積土の細分は場所によって異な

るが、 いずれも 自然堆積である。

B 期堆積土から志野丸皿（第26図4) ・ 近世陶器・染付急須蓋（写真図版17 - 17) ・瓦質土器火鉢

（第26図7 ) ・瓦質土器播鉢（第26図 6 ) . かわらけ・常滑産甕 （第26図 5 ) 、 A期堆積土から鎖連弁

文青磁碗（第26図 1 ) ・灯明皿 （第26図2 · 3 ) ・瓦質土器火鉢 • 常滑産甕などが出土している。 他

に上記に混じって古代の須恵器・赤焼土器 • 土師器が出土している。
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No. 土色 • 土性 混入物など 帽 考 ぬ 土色 • 土性 況入物など 燿
l I.I\褐色 (IOYR3/2) シ ル ト 亀山10, ク多く含b B期第 1 層 （人為堆積）

7 灰演色 (2.5Y6/2) 粘土 壁の崩落土 B期第3層
2 にぶい賣褐色 (IOYR413) シルト 亀山101ク多2に含し 8 黄灰色 (2.5Y�/I) 帖土 砂をラ ミ ナ状に含む
3 焦褐色 (2.5Y3/l) 粘土 ， 黄灰色 (2.5Y5/1) 粘土 0をうミtれに多〈含b B期第4層

4 黒褐色 (2.SY3/2) 粘土
B 期 第 2 層

10 黒褐色 (2.5Y3/ll 砂質シルト 紗 を ラ ミ t状に含む A期堆積土5 昂褐色 (25Y3/l) 枯土質シルト II 灰賀色 (2.5Y6/2) 枯土
6 褐灰 (IOYR4/I) 帖土Rシル ト
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く501142甫辺 ・ 1248 • 1249〉 <SD1140 • 1208 • 1209西辺＞゜ I m  

ぬ 土色 • 土性 混入物など 偏 考 No 土色 • 土性 況入物など 偏
1 Iこぶい賃褐色 (lOYRS/3) 砂 鳥山10,ク多凸に含し SDI 140· l 142第 1 層 （人B堆積） 12 灰黄褐色 (IOYR4/2) 帖土 SD1140· ll42第 3 層
2 黄灰色 (2.5Y4/l) 粘土 13 灰黄褐色 (IOYR4/2) 帖土 砂をうミナ状に含む SDJ 140·1142第 4 層
3 略褐色 (IOYR3/3) 帖土 砂を多 く 含む 14 灰貴員色 OOYRl/2) 給士9シルト
4 昂褐色 (IOYR3/2) シ ル ト 15 黒褐色 (2.5Y3/2) 粘土 SD12磁積土
5 屈褐色 (IOYR3/2) 粘土 S0ll40 · ll42第 2 層 16 オリープ褐色 (5Y4/2) 帖土 砂を含む
6 炭化物層 17 黄灰色 (2.5Y6/l) 粘±
7 黒褐色 (IOYR3/2) 粘土 砂を含む 18 黄灰色 (2.5Y5/l) 粘土 SD1209堆積土
8 黒褐色 (!OYR3/2) 粘土 鳥i1J1P??多量に*Ii 19 黙褐色 (2.5Y3/I粘土 砂を10,,状に含b， 灰黄褐色 (IOYR4/2) 帖土 20 灰黄褐色 (IOYR4/2) 帖土 燒山プロックを含む SD124碑積土
10 覧褐色 OOY氾13) シルf質紅士 砂 を ラ ミ ナ状に含し

SD1!40·1142第 3 層 21 にぷい黄褐色 !10YR4/3) 砂 佐tをうミナれに含b SD1249堆積土
II にぶい貴褐色 (IOYR4/3l 砂 じ士をう ミt伏1:含b

くSD1140 · 1142 • 1208 • 1209〉

第23図 S 0 1 105 • 1140 · 1142 •  1208 • 1 209区画溝跡断面図
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ぬ 遺 構 ・ 出土層位 種 別 器 種 産 地 特 徴 写真図版· 登録
l SD1140· 底面付近 貿易陶磁 存磁 ・ 皿 巻頭 2 、 16- 6 19 
2 SD1140 · 堆積土 貿易陶磁 白磁 ． 碗 店台径 ： 4.&m 16- 8 20 
3 SDJ140 · 堆積土 陶器 甕 常滑 外面： ナデ→押印 （「簾状」） 17- 8 21 
4 SDl105· 堆積土 阻器 甕 常情 外 面 ： ナデー押印 （「簾状」 ＋ 「 x」） 17 - 3 22 
5 SD1140 · 堆積土 瓦 平瓦 凹凸両面マ メ ッ 23 
6 SD1140 · 堆積土 瓦 平瓦 凸面 ： ナデ 凹面 ： ナデ 両面にスス付消 24 
7 S01140· 確認面 金属製品 工具柄 柄 ： 幅 8lllJI 口金 ： 径19ma 18- I 25 
8 SD1209 ・ 底面 木製品 径 ： 7.4cm 高さ ： 3.0cm ［ ミ ズナ属l 18- 1 26 ， SD1140 ・ 下層 石製品 砥石 長さ ： 12.2cm 幅5.2cm 厚さ ： 3.2cm 【凝灰岩I 18- 4 切
10 S01140· 堆積土 石製品 石鉢 厚さ ： 4.2cn, 両面に ノ ミ 痕、 スス付滸 （安山岩J 認
II SD1142 · 堆積土 石製品 砥石 置 き 砥 長 さ ： 22.2cm 幅11.0CIII 厚さ ： 10. 沈n I砂岩I 公）
12 S01140· 堆積土 石製品 粉挽臼 • 上臼 高さ ： 11.4cm （凝灰岩】 30 
13 SDl140· 下層 石製品 茶臼 ・ 下臼 店さ ： 9.7cm 【凝灰岩I 31 

第24図 S 0 1 1 05 • 1 1 40 • 1 208 • 1 209 ・ 1237区画溝跡出土遺物
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No. 土色 ・ ±性 混入物など 備 考 泊 土色 • 土性 況入物など 傭 考
l IA貴Ill色 (IOYR6/2) @賢シルト 砂をうミナ状に含む A にぶい貧R色 (IOYR7/4) 帖土 蜻山107クを含む SD1291B堆積土
2 騎灰責色 (2.SYS/2) シルト賃侶土 砂をラミ ナ状に含む SD! 蕊8B堆積土 B 騎員色 (IOYRツ3) シルト 胃帖士 亀lli1o,,を多（合t, SD1291A堆積土
3 胄が）ープ褐色 (2.SYJ/3) Iii土 C にぶい貫色 {2.SY6/3) シルト賃紗 S01289堆積土 (S01284と同遺構i)
4 鼈灰責色 (2.SYり2) 紗賃シルト 砂 を ラ ミ ナ状に含む D 騎オリープ褐色 (2.5Y3/3J シルト S01284堆積土
5 黄褐色 (2.5Y5/3) 砂 E オ リ ープ褐色 (2SY4/3) Iii土 紗 を ラ ミ ナ状に含む SXl600東側溝堆積土
6 累褐色 (2.5Y3/1) 紗 質 シ ル ト F 鼈オリープ褐色 (2.5Y3/3) 佑土 SK1285堆積土
7 鼈灰貴色 (2.5Y4/2) 砂費シルト 亀山プロックを含b SD1288A堆積土 G にぷい黄色 (2.5Y6/3l 砂 シルトをうミナ状,:含し SD129確積土
8 鼈灰貴色 (2.SYS/2) シル ト賢Iii土 砂 を ラ ミ ナ状に含b H オリープ褐色 (25Y4/3) 粘土
9 灰貢色 (2.5Y6/2) シ ル ト 費帖士
10 にぶい貫色 (2.5¥6/3) シ ル ト

第25図 S 0 1 275 • 1288区画溝跡
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No 遺 構 ・ 出土層位 種 別 器 種 産 地 特 徴 写兵図版 登緑
1 SD1288A ・ 堆積土 貿易園磁 行磁碗 鏑述弁文 大宰府分類 ： 龍泉窯系背磁婉 0-b類 (13世紀前後～前牛） 巻頭2 、 16- 7 32 

2 SDI切5 . 堆積土 かわらけ 燈明皿 内外面 ： ロ ク ロ ナ デ 底 ： 回転糸切り 口緑部にター ル状付府物 33 
SD1288B ・ 堆積土 かわらけ 燈明皿 内外面 ： ロ ク ロナデ 底 ： 回転糸切り 34 

SDJ切5 ・ 堆積土 陶器 志野丸皿 瀬P ・ 美濃 17ー16 35 

5 SDI磁B ・ 堆積土 陶器 甕 常滑 破片を砥石に転用 11-10 36 

SD1288B ・ 堆積土 瓦質土器 襦鉢 摺 目 （体部 ： 縦→口縁邪 ： 横） 17-14 37 

7 SDl'l:15 · 堆積土 瓦＂土器 火鉢 17-13 38 

第26図 S D 1 275 • 1 288区画溝跡出土遺物

( 3 ) 整地跡

【 S X 1 1 07整地跡】 （第2 7図）

1 区東部から 2 区北東隅付近で確認した。 東西10m 、 南北2 4 m 以上の範囲を20cm前後掘下げたの ち、

炭化物を含む暗褐色 シ ル ト な どで埋戻した整地跡 と 考 えられる。 北縁と南縁は弧を描き、 西辺の一部

は西へ5.5m以上張出す。 周縁は張出し部を含めて溝状に一段低くしており、 地 山 ブ ロ ッ ク を含む褐

灰色 シ ル ト な どで埋戻される。 S D 1108-1110溝跡、 S X l l l4整地跡より新しく、 S B 1160-1164· 

1179建物跡、 S D lll3溝跡より古い。

【 S X 1 1 1 4整地跡］ （第2 7図）

1 区東部南端で確認した。 幅 l m ほ どの弧状の溝が、 暗褐色や褐灰色 シ ル ト で埋戻された遺構で、

特徴が隣接する S X 1 107 と 類似するこ と から整地跡 と みられる。 範囲は東西10m以上、 南北 2 m以上

で、 溝の深 さは0.2 m ほ どある。 S X l ll4整地跡 、 S B 1161· 1163· 1164建物跡 、 S D lll3溝跡より

古い。
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ぬ 土色 • 土性 視入物など 傭 考 No. 土色 • 土性 混入物など 備 考
I 腑褐色 (IOYR3/3) シ ル ト 炭化物を含む SX1107第 1 層 E SB1160 (間仕切 り ） 柱痕跡
2 褐灰色 (IOYR4/I) シ ル ト 亀ilJプa,クを多〈含b SX1 107第 2 沿 F SB1100 (閏仕切り） 柱穴埋土
A 黄灰色 (2.5Y5/J) シ ル ト 砂を多 く 含む SD1110堆積土 G SB1163 (N 1 · WI) 柱扱跡
B 灰黄褐色 (IOYR4/2) シ ル ト SD1113堆積土 H SB1163 (N 1 · WI) 柱穴埋土
C S81162 (N l · W 2 ) 柱痰跡 l SB1164 ( N I · E  1 ) 柱穴
D SB1162 (N I · W 2 ) 柱穴埋士 1 SBl 16 I (N 1 · E 2 ) 柱穴

第27図 S X 1 1 07整地跡
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第28図 1 区東部の検出遺構

(4 ) 1 区

掘立柱建物跡、 井戸跡、 土城、 溝跡などがある （第2800) 。 調査区の北端 と 東端お よび西側は、 近

世以降の水田に よって削平さ れており 、 これらの地域では建物跡や井戸跡、 土堀、 溝跡がまばらに確

認さ れたにすぎない。 また、 調査区東端で古代末期に形成 されたS Xl200湿地跡を確認した。 遺物は

井戸跡から木製品、 溝跡からかわらけな どが少紘出土している。

34 
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第29図 S 8 1 1 59建物跡

A .  掘立柱建物跡

11棟確認した 。 1 棟( S B 1159) を除いて調査区東部に集中する。 これらの建物のいくつかは、 仙

台市教委の調査区に延 びており 、 全容がわからないものがある。 また 、 市教委の調査区におさまる建

物もある とみられることから、 建物の数はこれよ り 増える 。

建物の方向はいずれも北で西に傾くが、 その振れが①大きいもの ( N - 2 9° - W S B 1 1 64) と、

②小さいもの(N - 10° -16° - W  S B  1159-1163 · 1167-1171 ) に分けられる 。 柱穴は20-30cm

前後の円形もしくは楕円形のものが多い。

【 S 6 1 1 59連物跡） （第29図）

調査区西部で確認した東西 3 間、 南北 l 間の南北棟建物跡である。 南側柱列の中央は南へ張出して

おり 、 この部分が出入口と考えられる。

身舎の柱穴は8 箇所で検出しており 、 すべてで径15cm前後の柱痕跡を確認している。 張出し部の

柱痕跡は径 8 cmである 。 平面規模は桁行が南側柱列で総長7.6m 、 柱間寸法は西から2.5m 、 2.6m、 2.5

m、 梁行は西妻で4.l m 、 出 入口は南側柱列からI.Om外へ張出す。 方向は南側柱列で測ると E - 12° 

Nである。 身舎の柱穴は一辺が20-30cmの隅丸方形で、 深さは20-30cm前後、 出入口 の柱穴は径15

cmの円形で、 深さは20cmほどである。 埋土は灰黄色 シ ル ト である。

[ S  B 1 1 60建物跡】 （第30図）

調査区東部で確 認 し た 東西 5 間、 南北 1 間の東西棟で南に庇または縁が付く建物跡である。 身舎は

西妻から 2 間 目 に間仕切り がある。 S B 1 164建物跡、 S X 1 107整地跡、 S D 1117溝跡よ り 新しい。

身舎の柱穴は13箇所で検出しており 、 う ち 11箇所で径15cmの柱痕跡、 1 箇所で柱抜取穴を確 認 し

35 
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くS81160(N1 •W1)〉 <S81162(N2·W2)〉
J :  往訊跡 2-4 : 柱穴理 土 1 : u扱跡 2-4 : 柱穴埋士

ニュ
[。7 iii{ 

〈1162〉 <1 164〉
s 
一

N f-3.6m N — � 2  s 
← 3.5m 

〈561 162(51 •Wl)、5B1164(N2•W1)〉 〈SB1164(N1•W2)〉
1 : u痕跡 2 :  柱穴埋土 I :  柱痕跡 2 :  柱穴捏土

当直i 36m

S
T
 

Zl
 

くSB1 161 {N1 • E3) > 
1 :  柱痕紘 2 · 3 :  柱穴壇土

〈S81160(間仕切）、S81163(N1 •W1)〉 <SB1162(N1 · E2)〉 <SB1162{S1•W2)〉
1 :  柱痕跡 2 :  柱穴撹土 I :  柱痕跡 2ー4 : II: 穴�·土 I :  柱扱跡 2 :  往穴埋土

第30図 S 9 1160-1164建物跡

0 lm 
I I I I I I I I I I I 

ている。 庇または縁の柱穴は 4 箇所で検出しており、 3 箇所で径10cmの柱痕跡を確認している。 平

面規模は桁行が身舎北側柱列で総長10.4m 、 柱間寸法は西から 1.9m 、 1.9m 、 2.6m、 1.4m 、 2.6m 、 梁

行は総長7.7 m 、 柱間寸法は西妻で身舎が4.8m、 庇または縁の出はl.lmとみられる。 方向は身舎北側

柱列で測るとE - 15° - Nである。 柱穴は身舎で径40cm前後の円形、 深さは30-50cmある。 庇また

は縁の柱穴は径20cm前後、 深さは20cmほどである。 埋土は地山プ ロ ッ ク を少鑓含む黒褐色 シ ル ト であ

る。

【 S B 1 161 建物跡】 （第30屈）

調査区東部で確認した東西 5 間、 南北 1 間以上の東西棟建物跡である。 S D l 109 · 1138 · 1139溝跡、
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S X ll07整地跡より 新しい。

柱穴は6箇所 で検出しており 、 5 箇所で径15cm前後の柱痕跡を確認している。 平面規模は桁行が

総長10.7m 、 柱間寸法は西か ら 2.5m 、 1.9m 、 1.9m 、 2.3m、 2.lm 、 梁行は西妻で4.8m以上である。 方

向は東妻で測ると E - 15° - N である。 柱穴は径30-40cmの円形で、 深さは30-SOcmある。 埋土は

褐灰色 シ ル ト である。

【 S B 1 1 62建物跡】 （第30図）

調査区東部で確認した東西 4 間 、 南北 l 間とみら れる東西棟建物跡である。 S D 1110 · 1139溝跡、

S X ll07整地跡より 新しく、 S B 1 163建物跡より 古い柱穴は 7 箇所で検出しており 、 すべてで径15cm

ほどの柱痕跡を確認している。 平面規模は桁行が北側柱列で総長9.lm 、 柱間寸法は東から2.6m、 2.0

m 、 2.lm 、 2.4m 、 梁行は西妻で総長4.8mである。 方向は北側柱列で測ると E - 15° - N である。 柱穴

は径30-50cmの円形で、 深さは30-40 cmある。 埋土は地山プロ ッ ク を少罷含む黒褐 色 シ ル ト である。

【 S B 1 1 63連物跡） （第30図）

調査区東部で確認した東西 5 間 、 南北 2 間とみ ら れる東西棟建物跡である。 S D 1110 · 1 114溝跡 、

S X 1 107整地跡より 新しく、 S D 1 1 13溝跡より 古い 。 柱穴は6箇所 で検出しており 、 4 箇所で径

12cmほどの柱痕跡を確認している。 平面規模は桁行が北側柱列で総長11.2m、 柱間寸法は東から 1.7

m 、 1.9m 、 3.2m 、 4.4m ( 2 間分） 、 梁行は西妻で総長4.5m 、 柱間寸法は北から1.9m 、 2.6mとみられ

る。 方向は北側柱列で測ると E - 16° - Nである。 柱穴は径30-40cmの円形で 、 深さは10-30cmあ

る。 埋土は炭化物を含む灰黄褐色 シ ル ト である。

【 S B 1 164達物跡】 （第30図）

調査区東部で確認した東西 4 間、 東西 1 間以上の東西棟で、 北は西 3 間分に張出しが付く建物跡で

ある。 S D 1109· 1 114溝跡、 S X 1107整地跡より 新しい。 身舎の柱穴は 5 箇所で検出しており 、 こ の

う ち 3 箇所で径12cmの柱痕跡、 1 箇所で柱抜取穴を確認している。 張出しの柱穴は 4 箇所で検出し

ており 、 2 箇所で径12cmの柱痕跡を確認している。 身舎の平面規模は桁行が北側柱列で総長9.8m 、

柱間寸法は西から2.7m 、 2.7m 、 1.8m 、 2.6mである。 張出し部は桁行が総長7.2m 、 柱間寸法は西から

2.6m 、 2.0m 、 2.6mとみ ら れ、 西妻で1.8m張出す。 方向は身舎北側柱列で測ると E -29° - N である。

柱穴は身舎、 下屋ともに径20cm前後の円形で、 深さは20cmある。 埋土は地山 プロ ッ ク を少最含む褐

灰色シ ル ト である。

【 S B 1 1 67建物跡） （第31図）

調査区東部で確認した東西 4 間 、 南北 2 間の東西棟で、 南北に庇または縁が付く建物跡である。 S

D 1113 · 1 143溝跡より 古い 。 身舎の柱穴は11箇所で検出しており 、 10箇所で径15cmほどの柱痕跡を

確認している。 庇または縁の柱穴は 9 箇所で検出しており 、 7 箇所で径10cmほどの柱痕跡を確認し

ている。 平面規模は桁行が南側柱列で総長8.4m、 柱間寸法は2.lm等間である。 身舎の梁行は西妻で

4.lm 、 柱 間寸法は北か ら2.lm、 2.0m 、 庇または縁の出は南が1.9m 、 北は0.9mである。 方向は身舎南

側柱列で測ると E - 15° - N である。 柱穴は径20-30cmの円形で 、 深さは20-40cmある。 埋土は地

山プロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル ト である。
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第31図 S 81167-1171建物跡
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【 S 8 1 168達物跡） （第31図）

調査区東部で確認した東西 6 間、 南北2 間の東西棟で、 北に庇または縁、 南に張出しが付く建物跡

である。 建物内の北東部は間仕切り の柱穴がある。 S D 1117 · 112 1溝跡よ り 新しく、 S D 1113溝跡よ

り 古い。

柱穴は身舎と 他の部分と に違いは認められない。 24箇所で検出しており 、 16箇所で径15cmの柱痕

跡、 1 箇所で柱抜取穴を確認している。 平面規模は身舎の桁行が南側柱列で総長IO.Im 、 柱間寸法は

西から1.6m 、 3.0m( 2 間分） 、 2 .0m 、 3.5m ( 2 間分） 、 梁行は西妻で身舎が総長5.5m 、 柱間寸法は北

から3.0m 、 2 .5mで、 庇または縁の出は1.5mある。 張出し部は建物の南東に付いており 、 出入口 と 考

えられる。 南北2 間、 東西 1 間で規模は南北が総長3.5m、 柱間寸法が北から2 .lm、 1.4m 、 東西は3.6

mある。 建物の方向は身舎南側柱列で測る と E - 10° - Nである。 柱穴は径20-40cmの円形で、 深さ

は15-35cmある。 埋土は地山 プ ロ ッ ク を少量含む黒褐色 シ ル ト である。

【 S 8 1 1 69建物跡） （第3I図）

調査区東部で確認した東西4 間、 南北2 間の東西棟で、 北と 南に張出しが付く建物跡である。 S D

11I4溝跡よ り 新しく、 S D 1113 · 1143溝跡 よ り 古い。

柱穴は身舎と 張出し部に違いは認められない。 I5箇所で検出しており 、 13箇所で径15cmの柱痕跡、

2 箇所で柱抜取穴を確認している。 身舎の平面規模は桁行が南側柱列で総長10.3m 、 柱間寸法は西か

ら2 .5m 、 4.0m ( 2 間分） 、 3.8m 、 梁行は西妻で総長5.3m 、 柱間寸法は北から3.0m 、 2 .3mである。 張

出し部は建物の北西 と 南東に付いており 、 後者は出入口 と 考えられる。 規模は北西が東西、 南北 と も

l 間、 3.4m、 南東は南北 2 間、 東西 1 間で柱間寸法は東で北から1.8m 、 1.9m、 東西は3.7mある。 建

物の方向は身舎南側柱列で測る と E - I5° - Nである。 柱穴は円形で、 径や深さは2 0-40cmある。 埋

土は地 山 プ ロ ッ ク を少誠含む黒褐色 シ ル ト である。

【 S 8 1 170建物跡】 （第31図）

調査区東部で確認した南北 3 間、 東西2 間の南北棟建物跡である。 S D 1121溝跡より 新しく、 S D

1143 · 1149溝跡 よ り 古い。 柱穴は 6 箇所で検出しており 、 5 箇所で径I5cmの柱痕跡を確認している。

平面規模は桁行が西側柱列で総長6.3m、 柱間寸法は北から2 .lm 、 4.2 m ( 2 間分） 、 梁行は南妻で総長

4.2 m 、 柱間寸法は西から2 .2 m 、 2 .0mである。 建物の方向は西側柱列で測 る と N - 12 ° -Wである。 柱

穴は径20-30cmの円形、 深さは25-35cmある。 埋土は地山 プロ ッ ク を多く含む黒褐色 シ ル ト である。

【 S 8 1 1 71 建物跡】（第31図）

調査区東部で確認した東西 3 間、 南北2 間の東西棟建物跡である。 東から 1 間 目 の棟通り下には間

仕切り の柱穴がある。 S D 1113溝跡よ り 古い。 柱穴は間仕切り を含めて 9 箇所で検出しており 、 すべ

てで径12 cmの柱痕跡を確認している。 平面規模は桁行が南側柱列で総長6.lm 、 柱間寸法は西から2 .4

m、 2 .l m 、 1.6m、 梁行は東妻で総長3.2 m 、 柱間寸法は1.6m等間である。 建物の方向は南側柱列で測

る と E - 15° - Nである。 柱穴は径2 0-30cmの円形、 深さは2 0cm前後ある。 埋土は地 山プロ ッ ク を多

く含む暗褐色 シ ル トである。

39 



B .  井戸跡

調査区中央部で2基、 東部で 1 基確認し た。 いずれ も 素掘りで 、 平面形は 円形である 。

【 S E 1125井戸跡】（ 第28 ·32図）

調査区東部で確認し た。 S D l19 8溝跡 より古い 。 平面形は 径1 .7mほ どの 円形で 、 深 さは1 .5mある 。

断面形は上部 が開 く U字形で 、 底面は 径0 .6mほ どの 不整 円形である 。 堆積土は 5 層に大 別でき 、 第

5 層は機能時の 堆積土 、 第 4 層は機能停止後に廃て られ た粘土や 木の廃 棄プロ ッ ク 、 第3 層は 壁の 崩

落土 、 第2 層は自然堆積 、 第1 層は 人 為的な埋土 と考え られる 。 第5 層か ら柄杓と み られる 木 製品が

出土し たが、 残り が悪く図 示できない 。

【 S E 1 1 26井戸跡】 （第28 ·32図 ）

調査区中央部で確認し た。 S D11 0 5区画 溝跡 より 古い 。 平面形は 南北1 .3m 、 東西 l.lmの 楕円形で 、

深 さは1 .2mある 。 底面は平 坦で0.8X Q.6mの 南北に 長い 楕円形であり 、 断面形は 漏斗形である 。 堆積

土は2 層に大 別でき 、 第2 層は機能時の 堆積土、 第1 層は 人 為的な埋土 と考え られる 。

【 S E 11 27井戸跡］（ 第28 ·32図 ）

調査区中央部で確認し た。 S D l128溝跡 より古い 。 平面形は 径l.lmほ どの 円形で 、 深 さは 1 .2mあ

る 。 底面は平 坦で 径0 .7mほ どの 円形であり 、 断面形は 上部 が開 く 筒形である 。 堆積 土は2 層に大 別

でき 、 第2 層は機能時の 堆積土 、 第1 層は 人 為的な埋土と考え られる 。

WT 
E 

t-3.3m 

ET 
w 

l-32m 

No 土色 • 土性 混入物など 爾 考
I 貰灰色 （益YS/1) 砂nシ ル ト 亀山1D77を多〈t'i!J 笏 I 層 （人為堆積）
2 貧灰色 (2.SY4/l) 砂質シルト
3 黄灰色 (2.5¥5/1) シ ル ト 砂をラミナ状に含b 第 2 層
4 褐灰色 (IOYRS/1) シ ル ト
5 闊褐色 は5¥311) 枯土質シルト 見山10,?t多〈含し
6 灰色 (7.5Y4/l) 砂 ·山ta,クを多11:含b 笛 3 層
7 が1 ープ黒色 (5Y3/l) 砂 亀山tu,?tJIに含b
8 オリープ焦色 （砧Y3/J) 佑土 木片を多量に含む 第 4 層， 灰色 (5Y3/!) 砂

第 5 層10 オ リ ープ黒色 (5¥3/1) 砂

くSE1 125〉

No. 土色 • 土性 混入物など 偏 考
1 灰貧褐色 (lOYR4/2) シ ル ト 亀山1a,クを多〈含し
2 貴灰色 (2.SYS/1) 枯土質シルト 炭化物を多く含む
3 貨灰色 (2.SY5/I) 帖士胃シルト 遠山プロックを含し 第 1 層 （人為堆積）
4 黄灰色 (2.5Y4/l) 粘土 亀山プu,クt多（含b
5 貴灰色 (2.SYS/1) 帖土Rシルト 逓山プロックを含む
6 黒褐色 (2.5Y3/I) 粘土

第 2 層7 灰色 (7.5Y4/IJ 粘土

くSE1126〉

ET 
w 
f-32m 

ぬ 土色 • 土性 混入物など
I 灰色 (5Y5/l) 帖上質シルト 亀山プa,クを多〈含b
2 灰色 (5Y4/l) 帖土質 シ ル ト 亀山10,ク多1に含b
3 灰色 (7.SY4/l) 帖土質シルト 紗を互層状に含む
4 灰色 (5Y6/l) 粘土質シルト 砂を互層状に多〈含b

くSE1127〉

傭＿ 考＿

第 l Ii (人為堆積）

第 2 層

0 Im 

I I I I I I I I I I I 
第32図 S E1125-1127井戸跡断面図
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C .  溝跡

[ S 0 1 1 08溝跡］（第28 ·34図 ）

調査 区北部 で確 認した L字 形の 溝跡 で、 南 北長12 .5m 、 東西は I.Sm分 を検出した 。 S D110 9溝跡 よ

り新し く 、 S X110 7整地跡 より 古い 。 上 幅0 .6-0. 7m 、 下幅0 .3m前後 、 深さは0 .2m ある 。 方 向は N -

1 7° - wである 。 底面はほ ぼ平 坦で 、 断面 形は 逆台 形である 。 堆積土は地 山 プロ ッ ク を含む灰黄褐色

砂 質 シ ル ト である 。

【 S 0 1 1 09溝跡】（第28 ·34図 ）

調査 区中央部 で確 認した南北溝跡 で、 南北は2 区北端 にかけて約59m分 を検出した 。 北端 から15m

の 位置 で東に分岐しており 、 東西は1 .8m分 を検出した 。 S D1110 溝跡 より新し く 、 S B1 1 61 · 

11 78 · 1181 ・ 1182建物跡 、 S X110 7整地跡 、 S Dll2 9区画 溝跡 より 古い 。 上 幅0 .9-1 .Zm 、 下幅0 .4-

0 .6m 、 深さは南北部 で0 .4m 、 東西部 で0 .2m ある 。 方 向は 1 区でN -1 7° - W、 2 区で N -25° - Wで

ある 。 底面はほ ぼ平 坦で、 断面 形は 逆台 形である 。 堆積土は 4 層に分けられるが 、 いずれ も 褐色砂 質

シ ル トや黒 褐色 シ ル トで自然堆積 と みられる 。

遺物は 堆積土 から 灯明 皿 として 使用された かわ

らけ小皿が出土している（第33図 ） 。

【 S 0 1 1 10溝跡］（第28 ·34図 ）

文
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第33図 S 01109溝跡出土遺物

調査 区中央部 で確 認した東西 溝跡 で1 4.7m分 を検出した 。 S B 1160 · 1 162 · 1163建物跡 、 S Xll0 7  

整地跡 、 S Dl10 9溝跡 より 古い 。

上幅0 .8m 、 下幅0 .4m 、 深さは0 .4m ある 。 方 向は E -12 ° - N前後 である 。 底面はほ ぽ 平 坦で、 断面

形は 逆台 形である 。 堆積土は 3 R§ に大 別でき 、 第2 · 3 層は機能時の 堆積土 、 第1 層は 人為的な埋土

と 考 えられる 。

【 S D 1 1 1 3溝跡】（第28 ·34図 ）

調査 区東部 で確 認した南 北溝跡 で16.5m分 を検出し 、 さらに南へ延びる 。 S B 1163 · 1167 · 1169 · 

11 71建物跡 、 S X110 7整地跡 、 S K1146土 城、 S D1114 · 1115 ·11 17 ·1121 · 1149溝跡 より新しい 。

上幅0 .5-1 .0m 、 下幅0 .2-0 .4m 、 深さは0 .3m ある 。 方 向は N -20 ° - W前後 である 。 底面は 皿状で、

w 3.6m-l 2
 

s f- 3.7m 

くS01108 • 1109〉

w 
3.7m -f 2

 

WT 
EL 

く2区 SD1109〉

3
 

くSD1110〉

E 
f- 3.8m 

〈S01113〉

0 lm 
11111111111 

ぬ 土色 • 土性
l 灰責褐色 (10YR4/2) 砂Rシルト
2 烈褐色 (IOYR3/l) シ ル ト 炭化物を多量に含む
3 黒色 (IOYR2/I) シ ル ト
4 賣灰色 12.5Y4/J) 砂質シルト
5 貿灰色 (2.SYS/1) 砂買シルト 亀山プ0ックを含む

くS01108 • 1109〉

偏 考
SDl108堆積土

SD1109堆積土

No. 土色 • 土性 視入物など 偏
I 累褐色 (2.5Y3/I) 砂質シルト 亀山1V?クt多（含b

黒褐色 (2.5Y3/I) 砂Rシルト 第 1 層 （人為堆積）
悶褐色 (2.�¥311) 紗質シルト
貨灰色 (2.5¥4/1) 砂質シルト

第 2 層5 灰オリープ色 (5Y辺）砂賃シルト 砂 を 多 く 含 む
暗灰黄色 (2.SYS/2) 砂 第 3 層

く$01110〉

一 董璽 混入物な ど

くSD1113〉

傭l 考一

第34図 S 01108 • 1109 ・ 1110 • 111 3溝跡断面図
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壁は 緩やかに 立ち 上がる 。 堆積 土は 3 層に分 けられるが 、 い ずれも 暗褐色～黒褐色 シ ル トを 主体とし

ており自然堆積 と みられる 。

( 5 )  2 区

掘立柱建物跡 、 掘 立柱 列跡 、 井戸跡 、 土城、 溝跡など を 確認した（第35-37図） 。 調査区北部 の西

端 と 、 南部西側は 近世以降 の水田によって 削平されており 、 これら の地域では 井戸跡や 土城、 溝跡が

ま ばらに 確認されたにす ぎない 。 遺物は 井戸跡 、 土城、 溝跡から 木 製品、 石製品などが 少量出土して

いる 。

A .  掘 立柱達物跡、 掘 立柱列跡

建物を 1st東、 柱 列跡を2条確認した 。 調査区北東部 、 中央部 、 南東部に分 布する 。 北東部や南東部

N E20 E30 E40 

I 

⑭ � SE1136 

- S40 

゜ !Om 

第35図 2 区北部の検出遺構
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の建物は、 仙台市教委の調査区に延 びて全容がわからないものがある。 また、 市教委の調査区におさ

まる建物もある こ と から、 建物の数はこれよ り 増える。

建物の方向は北東部がN -13° -30° - W  、 中央部はN - 8 ° -24° - W と いずれも北で西に傾く。

南東部は北で西に傾くもの ( N -2 0° -2 6° -W) と東に傾くもの( N - 4 ° - E ) がある。 柱穴は20

-30cm前後の円形が多いが、 大きな建物が集中する中央部の S B 1366周辺は、 柱穴の径が50-80cm

と 他に較べて大きい。

碑

ー

゜
o 。 @ 8 

� (i ® ゜

ー S60

゜
゜

゜゜
゜ 。

゜ 10m 

第36図 2 区中央部の検出遺構
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第37図 2 区南部の検出遺構
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ー北東部の建物 一

[ S B  1 178建物跡）（ 第38図）

調査区北東部で確認し た東西2 間の建物跡である 。 S D 1109 · 1221 溝跡より新しい 。 柱 穴は 3 箇所

で 検出し てお り 、 2 箇所で 径10 cmの 柱 痕跡を確認している 。 総長5.7m 、 柱間 寸法は西から2 .8 m 、 2 .9

m と みられる 。 方 向は E -28 ° - Nである 。 柱 穴は 径20 -30 cmの 円形 、 深さは15-25cmある 。 埋土は

黒 褐色 シ ル トである 。

( S B  1 179建物跡）（ 第38図）

調査区北東部で確認した東西2 間 、 南北2 間 以上の南北 棟と みられる建物跡である 。 S D1109 溝跡 、

S X110 7よ り新しい 。 柱 穴は 3 箇所で 検出しており 、 1 箇所で 径10 cmの 柱 痕跡 、 1 箇所で 柱 抜取 穴

を確認している 。 平面 規模は 梁行が南 妻で 総長4.lm、 柱間 寸法は西から1 .8 m、 2 .3 mと みられる 。 建

物の方 向は南 妻で測る と E -30 ° - Nである 。 柱 穴は 径20-30 cmの 円形で 、 深さは30 cmある 。 埋土は

黒 褐色 シ ル トである 。

[ S 8 1 1 82建物跡】（ 第38図）

調査区北東部で確認した南北 4間 、 東西2 間の南北 棟と みられる建物跡である 。 柱 穴は 5 箇所で 検

訟
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第38図 S B1178 • 1179 ・ 1182建物跡 、 S A 1181柱列跡
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出してお り 、 4 箇所で 径10 cm前後の 柱 痕跡を確認して いる 。 平面 規模は 桁行が東側 柱 列で 総長7.4m 、

柱間 寸法は北から 3.5m(2 間分 ） 、 2 .2m 、 1.7m 、 梁行が北 妻で 総長4.6m 、 柱 間 寸法は2 .3m等間と み

られる 。 建物の方 向は東側 柱 列で 測ると N - 13° - Wである 。 柱 穴は 一辺が 15-20 cmの方形で 、 深さ

は10 -30 cmある 。 埋土は黒 褐色 シ ル トである 。

ー中央部の建物 一

【 S 8 1 361違物跡】（第39図）

調査 区中央部で確認した東西 3間 、 南北 1間の東西 棟建物跡である 。 S X l600道路跡 、 S D 122 1溝

跡よ り新し い。 柱 穴は 8 箇所で 検出してお り 、 この うち 5 箇所で 径15cmの 柱 痕跡を確認して いる 。

平面 規模は 桁行が 南側 柱 列で 総長7.4m 、 柱間 寸法は西から2 .5m 、 2 .5m 、 2 .4m 、 梁行は西 妻で4.lmと

みられる 。 方 向は 南側 柱 列で 測ると E - 15° - Nである 。 柱 穴は 一辺が25-40 cmの方形 、 深 さは20-

30 cmある 。 埋土は地 山プロ ッ クを 含む黒 褐色 シ ル トである 。

( S  8 1362建物跡】（第39図 ）

調査 区中央部で確認した東西 4間 、 南北 1間と みられる東西 棟建物跡である 。 S X l60 0道路跡 、 S

D1221溝跡よ り新し い。 柱 穴は 7 箇所で 検出してお り 、 この うち 5 箇所で 径15cmの 柱 痕跡を確認し

て いる 。 平面 規模は 桁行が 南側 柱 列で 総長8 .6m 、 柱間 寸法は西から2 .4m 、 3.8m( 2間分 ） 、 2 .4m 、

梁行は西 妻で4.8mと みられる 。 方 向は北側 柱 列で 測ると E - 16° - Nである 。 柱 穴は 一辺が40cm前後

の方形 、 深 さは 南側 柱 列が40 cm 、 北側 柱 列が20 cmある 。 埋土は地山プロ ッ クを 少量含む黒 褐色粘土

質 シ ルトである 。

【 S B 1363建物跡】（第39図 ）

調査 区中央部で確認した東西 5間 、 南北 1間と みられる東西 棟建物跡ある 。 S X l600道路跡よ り新

し く 、 SB 1365建物跡よ り 古い。 柱 穴は 8 箇所で 検出してお り 、 この うち 5 箇所で 径15cmの 柱 痕跡 、

2 箇所で 柱 抜取 穴を確認して いる 。 平面 規模は 桁行が 南側 柱 列で 総長10 .4m 、 柱間 寸法は西から2 .4m 、

3.8m (2 間分 ） 、 2 .lm 、 2 .0m 、 梁行は東 妻で 4.8m 、 西 妻で5.3mと みられる 。 方 向は 南側 柱 列で 測る

と E -22 ° - Nである 。 柱 穴は 一辺が20-50 cmの方形 、 深 さは 30 -40 cmある 。 埋土は地 山 プロ ッ ク

を 少量含む黒 褐色 シ ルトである 。

【 S 8 1 364建物跡】（第39図 ）

調査 区中央部で確認した東西 4間 、 南北 1間の東西 棟で 南 に 2間の 張出 し部が付く建物跡である 。

S X l600道路跡よ り新し い。 身舎の 柱 穴は 10 箇所で 検出してお り 、 この うち 8 箇所で 径15cmの 柱 痕

跡 、 1 箇所で 柱 抜取 穴を確認して いる 。 張出し部の 柱 穴は 3 箇所で 検出してお り 、 1 箇所で 径10 cm

の 柱 痕跡を確認して いる 。 平面 規模は 桁行が北側 柱 列で 総長8 .6m 、 柱 間 寸法は西から2 .6m 、 1. 8m 、

1.8m 、 2 .4m 、 梁行は4.8mと みられる 。 張出し部の出は西 妻で 1.6mである 。 方 向は 南側 柱 列で 測ると

E -22 ° - Nである 。 柱 穴は 一辺が40 -50 cmの方形 、 深さは 30-40 cmある 。 張出し部の 柱 穴は 径20

cmの 円形 、 深さは 30-40 cmある 。 埋土は地 山 プロ ッ クを 含む黒 褐色シ ルトである 。

【 S 8 1 365建物跡］（第39図 ）

調査 区中央部で確認した東西 3間 、 南北 l間の東西 棟で北と東 に庇または 縁が付く建物跡である 。
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S X l600道路跡、 S B 1363建物跡、 S D 1221溝跡より新しく、 S B 1366建物跡よ り古い。

身舎の柱穴は 8 箇所で検出しており、 この う ち4 箇所で径15cmの柱痕跡、 1 箇所で柱抜取穴を確

認している。 庇または縁の柱穴は5 箇所で検出しており、 3 箇所で径10cmの柱痕跡を確認している。

平面規模は身舎の桁行が北側柱列で総長7.7 m 、 柱間寸法は西から2.5m 、 2.7 m 、 2.5m 、 梁行は東妻で

4.3mとみられる。 庇または縁の出は西妻で1.6m 、 南側柱列で2.0m と みられる。 方向は身舎北側柱列

で測る と E - 16° - Nである。 柱穴は身舎が径20-50cmの円形、 深さは30-40cmあり、 庇または縁

が径20-30cmの円形で、 深さは40cmある。 埋土は地山 プロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル トである。

【 S 8 1366建物跡）（第39図）

調査区中央部で確認した東西が北側柱列で4 間 、 南側柱列で 3 間 、 南北 1 間の東西棟で北に縁、 東

に張出しが付く建物跡である。 S X l600道路跡、 S B 1365建物跡、 S D 1221溝跡より新しい。

身舎の柱穴は 9 箇所で検出しており、 このうち 7 箇所で径20cmの柱痕跡を確認している。 縁や張

出し部の柱穴は 8 箇所で検出しており、 4 箇所で径10cmの柱痕跡を確認している。 平面規模は身舎
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の桁行が北側柱列で総長8.7 m 、 柱間寸法は西から2.4m 、 1.7m 、 2.lm 、 2.5m、 梁行は西妻で4.5m と み

られる。 縁の出は西妻で0.5m 、 張出しの出は北側柱列で3.2 m と みられる。 方向は身舎北側柱列で測

る と E - 16° - Nである。 柱穴は身舎が径40-80cmの楕円形、 深さは30-40cmあり、 縁や張出 し は

径30-40cmの円形で、 深さは20cmある。 埋土は地山プロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル ト である。

( S  B 1357建物跡） （第40図）

調査区中央部で確認 した東西 3 間、 南北 1 間の東西棟建物跡である。 柱穴は5 箇所で検出しており、

このうち 3 箇所で径15cmの柱痕跡、 1 箇所で柱抜取穴を確認 している。 平面規模は桁行が北側柱列

で総長4.9m 、 柱間寸法は西から1.7 m 、 1.3m 、 1.9m 、 梁行は西妻で2.7m と みられる。 方向は北側柱列

で測る と E -24° - Nである。 柱穴は一辺が30-40cmの方形、 深 さは20cmある。 埋土は地山 プ ロ ッ

ク を含む黒褐色粘土質 シ ル ト である。

( S B 1 358建物跡】 （第40図）

調査区中央部で確認した東西2 間、 南北 2 間の東西棟建物跡である。 S D1217溝跡より新しく、 S

B 1359建物跡より古い。 柱穴は 5 箇所で検出 してお り 、 この う ち 3 箇所で径15cm前後の柱痕跡を確

認 し ている。 平面規模は桁行が南側柱列で総長4.3m 、 梁行は西妻で総長3.5m と みられる。 方向は西

妻で測 る と N - 10° - Wである。 柱穴は一 辺が30-40cmの方形、 深 さは20-30cmある。 埋土は地山

プロ ッ ク を少 し含む黒褐色 シ ル ト である。 南西隅柱穴では柱材が残っており、 同定の結 果、 樹種はク

リ であることがわかった。

【 S B 1 359建物跡） （第40図）

調査区中央部で確認 し た南北 3 間、 東西 1 間の南北棟建物跡である。 S B 1358建物跡より古い。 柱

穴は 8 箇所で検出 しており、 このうち 4 箇所で径15cmの柱痕跡、 4 箇所で柱抜取穴を確認している。

平面規模は桁行が西側柱列で総長6.0m、 柱間寸法は2.0m等間 、 梁行は北妻で4.2m と みられる。 方向

は西側柱列で測 る と N - 9 ° - Wである。 柱穴は一辺が30-50cmの方形、 深さは30-40cmある。 埋

土は地山プ ロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル ト である。

( S A  1 367柱列跡】 （第39図）

調査区中央部で確認 した南北 1 間の柱列跡である。 柱穴は 2 箇所で検出 しており、 径15cmの柱痕

跡を確認 している。 柱間寸法は3.3m 、 方向はN - 22° - Wである。 柱穴は一辺が30-40crnの方形、 深

さは40cmある。 埋土は黒褐色粘土質 シ ル ト である。

【 S A 1 360柱列跡） （第40図）

調査区中央部で確認した東西 2 間の柱列跡である。 S D 1217溝跡より新 しい。 柱穴は 3 箇所で検出

している。 規模は総長5.2m 、 柱間寸法は2.6m等間と みられる。 方向はE - 8 ° - Nである。 柱穴は
一辺が20cmほ どの方形、 深さは30cmある。 埋土は黒褐色粘土質 シ ル トである。

ー 南東部の建物 一

( S  B 1 372建物跡】 （第41図）

調査区南東部で確認した東西 3 間以上、 南北 2 間以上 と みられる建物跡である。 柱穴は 4 箇所で検

出 し ており、 すべてで径10cmの柱痕跡を確認 し ている。 柱間寸法は南側柱列で西から3.7m 、 3.8mで、
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第41図 S B 1372 • 1373建物跡

西側柱列は南から3.0mである。 方向は南側柱列で測ると E - 20° - N である。 柱穴は径20cmの円形、

深さは20-30cmある。 埋土は地山 プ ロ ッ ク が主体で黒褐色 シ ル ト を含む。

( S B  1 373建物跡】 （第41図 ）

調査区南東部で確認した東西 3 間、 南北 2 間の東西棟建物跡である。 S D1245溝跡よ り古い。 柱穴

は 7 箇所で検出しており、 すべてで径12cmの柱痕跡を確認している。 平面規模は桁行が北側柱列で

総長4.3m 、 柱間寸法は西から2.7 m( 2 間分） 、 1.6m 、 梁行は西妻で3.2m 、 柱間寸法は北から1.4m 、

1.8 m と みられる。 方向は北側柱列で測ると E - 26° - Nである。 柱穴は径20cmの円形、 深さは20-30

cmある。 埋土は地山 プ ロ ッ ク が主体で黒褐色 シ ル ト を含む。

【 S B 1 381 建物跡】 （第42図）

調査区南東部で確認した東西 2 間、 南北 l 間の東西棟建物跡である。 柱穴は 5 箇所で検出しており、

この う ち 3 箇所で径10cmの柱痕跡を確認している。 平面規模は桁行が北側柱列で総長5.5m、 柱間寸

法は西から2.7 m 、 2.8m 、 梁行は西妻で3. l m 、 東妻で3.3mとみられる。 方向は西妻で測るとN -

4 ° - E である。 柱穴は一辺が20-30cmの円形、 深さは10-20cmある。 埋土は地山ブロ ッ ク を含む

黒褐色 シ ル ト である。
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第42図 S 8 1 381連物跡、 S X 1254竪穴遺構

B .  竪穴遺構

[ S X 1 254竪穴遺構）（第42図）

調査区南部で検出した。 S X l600道路跡、 S K l266土城、 S D 1264溝跡より 新しい。 平面形は隅丸

長方形で、 規模は南北2.7 m 、 東西1.8mある 。 底面はほぼ平坦で、 壁は急に立上がる 。 深さは0.5mあ

る。 方向は東壁で測 るとN -29° - Wである 。 堆積土は下層が明黄褐色 シ ル ト 質粘土、 上層は黒褐色

プ ロ ッ ク を多く含むにぶい黄色 シ ル ト 質粘土であり 、 人為堆積とみられる 。

C .  井戸跡

調査区北部で 3 基 ( S E 1136 · 1210 · 1212)、 中央部で 4 基 ( S E 1211 · 1215 · 1220 · 1226) 、 南端

で 1 基 ( S E 1258) 確認した。 いずれも素掘り で、 平面形は 1 基 ( S E 1212) が楕円形で、 他は円形

である 。

【 S E 1 1 36井戸跡］（第35· 43図）

調査区北部で確認した。 平面形は径1.5mの円形で、 深さは1.0mある 。 断面形は上部が大き く 開 く

逆台形で、 底面は径0.4mの円形でほぼ平坦である 。 堆積土は 3 層に大別できる 。 第 3 屑は機能時の

堆積土、 第 2 層は壁の崩落土、 第 1 層は人為的な埋土と考えられる 。

【 S E 1 21 0井戸跡］ （第35図）

調査区北部で確認した。 S D l209区画溝跡より 新しく、 S D 1140区画溝跡よ り 古い。 平面形は径

1.6mの円形で、 深さはS D l l40の確認面からI.Omある 。 底面は径1.lmの円形でほぽ平坦である。 断

面形は円筒形である。 堆積土は黒褐色プロ ッ ク を含む暗褐色 シ ル ト 質粘土で埋め戻されている。
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E 
← 3.5m 

ぬ 土色 • 土性 視入物な ど
j 褐灰色 (7.5Y4/I) 艇賃シルト 馳1011' ift盲含b
2 褐灰色 OOYR5/l) 粘土
3 焦褐色 (JOYR3/l) 粘土
4 鼈灰貢色 (25¥辺） 佐litシルト

くSE1136〉

傭 考
第 1 層 （人為堆積）

第 2 層

第 3 層

No. 土色 • 土性 混入物など 傭 考
1 にぶい責褐色 (IOYR413) シルト
2 陪赤褐色 (SYR3/2) シ ル ト

第 1 層 （人為堆積）3 開昌色 UOY籾2) 砧土賃クルト
4 灰黄褐色 (10YR4/2) 帖土 亀山プロックを含む
5 にぶい貢Ill色 (IOYR4/3) シルト
6 黒褐色 (IOYR3/2) 粘土

第 2 層7 暗褐色 (IOYR3/3) 砂
8 鼈灰貫色 （必Y辺） 粘土質シルト， 黒色 (IOYR2/I) 粘土

第 3 層10 褐灰色 (JOYR4/l) 粘土
くSE1215〉

No 土 色 • 土性 混入物など 儀 考
I IJ.I褐色 (JOYR3/l) 粘土 直lil1a17をn,:�11
2 熱褐色 ( IOYR2/2) 粘土

第 1 層 （人為堆積）3 灰貴褐色 (IOYR4/2) シ ル ト 亀wto,クを多It含b
4 焦褐色 (IOYR2/2) 帖土
5 黒色 (IOYR2/l) 粘土

第 2 層6 灰貰褐色 OOYR4/2) シ ル ト
7 屈褐色 (2.5Y3/l) 粘土
8 黙褐色 (IOYR3/I) 粘土 第 3 層， 灰黄褐色 (IOYR4/2) 粘土

くSE1220〉

NT
 

s 
1-3.0m 

ET
 A

 

w 
f- 3.2m 

ぬ 土色 • 土性 混入物など 綱 考
l 陪褐色 (JOYR3/3) 粘土
2 謀褐色 (JOYR3/I) 粘土 第 1 層
3 黒褐色 (10YR3/2) 帖土 禎物遺体を含む
4 灰褐色 (JOYR4/I) 枯土

第 2 眉5 規褐色 ClOYR3/ 1 ) 枯 土
6 S012磁積土

くSE1226〉

No. 土色 ・ 土性 視入物など
」 にぶい質褐色 （邸Y6/3) 帖土 亀山10,クt多（約
2 灰黄色 (2.5Y6/2) 紗質シルト
A 

くSE1258〉

偏 考一

SD1264堆積土

゜ lm 

第43図 S E 1 1 36 • 1215 • 1220 • 1226 • 1 258井戸跡断面図
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ぬ 遺 構 種 別 器 種 産 地 特 徴 写其図版 登録
I SKJ241 ・ 堆積土 瓦 平瓦 破片を砥石に転J1l 凸 面 ： 縄 ク ク キ 凹面：布目 多賃械分類 D C 順 17-15 40 
2 SE1215 · 確認面 瓦 平瓦 凸面 ： ナデ 凹面 ： ナデ 凹面にススが多童に付着 41 
3 SKl24l ・ 堆積土 木製品 摩J抜材 井戸枠』 上往： 団ぷ口 高さ ： I&血 9さ ： 3.0cm (サワグルミ］ 18-11 42 
4 SE1211 ・ 堆積土 木製品 長 さ ： 12.2cm 幅 ： 7.3cm il'liさ ： 3.5cm ［ナナカマド】 18- 6 心
5 SK1241 ・ 堆積土 木製品 折敷 序さ ： 0.2cm 片面に刃物痕が顕若に認め られる “ 
6 SKJ241 ・ 堆積土 石製品 砥石 長 さ ： 14.0cm 幅 ： 3.&m 店さ ： 2.9cm ［細粒凝灰層l 18-13 45 
7 SEI215· 堆積土 石製品 加工面 ： 5 面以上 ［安山岩J 46 
8 SE1226 · 堆積土 石製品 砥石 財さ ： 3.San （安山岩I 47 ， SEJ226 · 堆積土 石製品 鼻のIi受け9 長さ ： 23.fn 厚 さ ： 12.&a 日総程：5.知 日屈深さ ：1泣 I安山岩I 19- 6 48 

第44図 S E  1211 ・ 1215 • 1226井戸跡、 S K 1 241土珊出土遺物
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【 S E 1 21 2井戸跡）（第3 5図）

調査区北部で確認し た。 S D l208区画 溝跡よ り新し く 、 S D ll40区画 溝跡よ り古い 。 平面 形は 長径

2.0 m、 短径1 .5mの 楕円形で 、 深さは S D l l40の確認面 か ら1 .2mあ る 。 底面は 長径1 .5m、 短径1 .2mの

楕円形でほ ぽ平 坦であ り 、 壁は 緩や かに立上が る 。 堆積 土は 2 層に大 別でき る 。 第 2 層は 底面 直上の

地山崩落 土、 第1 層は 人 為的な埋土と考え られ る 。

【 S E 1 21 1井戸跡】（第36図）

調査区中央部西側で確認し た。 S K1 206土城よ り新し く 、 S D l20 7溝跡よ り 古い 。 平面 形は 径3 .0

-3 .6mの 歪んだ 円形で 、 深さは 1.3 m以上あ る 。 調査 途中で 壁が 崩落し た ため 、 底面の確認や 断面 図

の 作成はできなかっ た。 堆積 土 か ら 木 製品の部 材（第44図4)が出土してい る。

( S E  121 5井戸跡）（第36 · 43 図）

調査区中央部で確認し た。 S X 1600道路跡よ り新しい 。 平面 形は 径1 .9mの 円形で 、 深さは1 .7mあ

る 。 底面は 径0 .7mの 円形でほ ぽ平 坦であ る 。 断面 形は上部が開く 円筒形であ る 。 堆積 土は 3層に大

別でき る 。 第 3 層は機能時の 堆積土、 第 2 層は 壁の 崩落 土、 第 1 層は 人 為的な埋土と考え られ る。 第

1 層 か ら 砥石・ 古代の 平 瓦 、 堆積 土から面取 りされ た石製品（第44図 7)、 確認面 か ら 古代の 平 瓦が

出土し た（第44 図 2)。 平 瓦や 堆積 土か ら出土し た河原石のなかには ススが付着す るものがあ る 。

( S  E 1 220井戸跡］（第36 · 43 図）

調査区中央部で確認し た。 S X 1600道路跡よ り新しい 。 平 面 形は 径1.4mの 円形で 、 深さは S D l.3 

mあ る 。 底面は 径0 .4mの 円形でほ ぽ平 坦であ る 。 断面 形上部が開く 円筒形であ る 。 堆積 土は 3層に

大 別でき る。 第 3 層は機能時の 堆積 土、 第 2 層は 壁の 崩落 土、 第 1 層は 人 為的な埋土と考え られ る。

( S  E 1226井戸跡）（第36 · 43 図）

調査区中央部で確認し た。 S Dl209区画 溝跡 よ り新しく 、 S D ll40区画 溝跡 よ り 古い 。 平面 形は 径

1 .2mの 円形で 、 深さは S Dll40の確認面 か ら1 .2mあ る 。 底面は 径0 .7mの 円形でほ ぼ平 坦であ る 。 断

面 形は 円筒形であ る 。 堆積 土は 2 層に大 別でき る 。 第 2 層は機能時の 堆積 土、 第 1 層は自然堆積と考

え られ る 。 堆積 土から扉の 軸受けと み られ る石製品（第44図 9) • 砥石（第44 図 8)が出土し てい る 。

( S E  1 258井戸跡）（第3 7 · 43 図）

調査区南部で確認し た。 S X1600道路跡 よ り新しい 。 平面 形は 径1 .2mの 円形で 、 深さは1 .2mあ る。

底面は 径0 .8 mの 円形で 平 坦であ る 。 断面 形は 円筒形であ る 。 地山プロ ッ クを 含む灰黄色砂 質 シ ル ト

や 黄色 シ ル ト質粘土で 埋戻されてい る。

D .  土壕墓

調査区の中央部で 3基確認し た。 平面 形は 円形 ( S X l219)と 楕円形(S X 1 216 · 1 222) があ る。

【 S X 1216土凛墓） （第45 図）

平面 形は 長径I.Om、 短径0 .7mの 楕円形であ る 。 底面は 平 坦で 、 壁は 緩ゃかに立上が る 。 深さは

15cmあ る。 地山プロ ッ クや 炭化物を 含む暗褐色 シ ル トで 埋め 戻されてい る 。 底面のほ ぼ中央 か ら 銅

銭1 枚と 鉄銭 3枚が重なって出土し た（ 写真図版9 · 18 - 4 · 5)。
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第45図 S X 1216• 1219 ・ 1 222土珊墓

【 S X 1 21 9土壕墓］（第45図）

平面形は径0.8mの円形である。 底面は平坦で、 壁は緩やかに立上がる。 深さは20cmある。 地山プ

ロ ッ ク を含むオ リ ープ褐色 シ ル ト で埋め戻されている。

【 S X 1 222土填墓］ （第45図）

平面形は長径1.2m 、 短径0.8mの楕円形である。 底面は平坦で、 壁は緩やかに立上がる。 深さは

10cmある。 地 山 プロ ッ ク を含むにぶい黄褐色 シ ル ト で埋め戻されている。

E .  土凛

15基確認した。 平面形は円形を基調とするもの ( S K 1232 · 1240 · 1242 · 1244· 1247 · 1250) と楕

円形を基調とするもの ( S K 1204- 1206 · 1213 · 1224· 1225 · 1234 · 1235 · 1241) とがある。 規模は

円形のものが径0.7-3.Sm 、 後者は長軸が1.0-4.7 m 、 短軸は0.8-3.9mである。 以下、 主な土城につい

て述べる。

【 S K 1 204土凛】 （第36 · 47図）

調査区中央部西側で確 認 し た。 平面形は長軸2.2 m X 短軸1.2mの楕円形である。 底面は中央に向け

て傾斜し、 壁は急に立ち上がっており 、 断面形は逆三角形に近い。 深さは1.2mある。 堆積土は 2 層

に大別できる。 第 2 層は自然堆積、 第 1 層は人為的な埋土と考え ら れる。

【 S K 1 205土珊】 （第36 · 46図）

調査区中央部西側で確認した。 平面形は長軸5.3m 、 短軸1.8mの楕円形である。 底面は中央に向け

て緩やかに傾斜し、 壁は比較的急に立ち上がる。 深さは1.3mある。 堆積土は 3 層に大別できる。 第

3 層は自然堆積、 第 2 層は自然堆積の過程で炭化種子などが廃棄されたもの 、 第 1 層は自然堆積とみ

られる。

底面か ら茶臼下臼 （第48図 8 ) 、 第 2 層から茶臼下臼 、 砥石（第48図10) 、 木製品が出土 している。

第 2 層出土下臼は、 S D l 140区画溝跡第 2 層出土品と接合した（第24図13) 。

【 S K 1 206土凛】（第36 · 46図）

調査区中央部西側で確認した。 S E 1211井戸跡、 S D 1207 · 1217溝跡 よ り 古い。 平面形は長軸6.0

m以上、 短軸1.9mの楕円形とみられる。 底面はほぽ平坦で、 壁は急に立ち 上がり上部は外に開 く 。

55 



NT 
s 

I- 3.0m 

くSK1205〉 w 
l-3.2m 

<SK1206〉

NT 
s 

I- 3.2m 

くSK1235〉

s 
f-3.lm 

<SK1241 〉 ゜ 2m 

ぬ 土色 • 土性 況入物など 備 考
1 灰賃褐色 (IOYR4/2) シ ル ト 第 1 層
2 掲灰色 (IOYR4!I) 砧士賢シルト 植場置体を多く含む
3 嘉褐色(IOYR312) 給士賃シルト 炭化した帽子を含b
4 オ リ ー プ盤色 (5Y3/I) シ ル ト 筍 2 層
5 員灰色 OOYR4/l) Iii土質シルト 戻化した信子を多(tt,
6 灰 色 (5Y4/J) 帖土質シルト 楕物遺体を含む
7 が1-1嘉色 !5Y311) 胆士賢シい 第 3 層

くSK1205〉

l'il 土色 • 土性 況入物など 偏 考
l 黒褐色 (JOYR3/2) シ ル ト 馳101り、 穀飢含b 第 1 層 （人為堆積）
2 馬褐色 (IOYR3/2) シル ト 鳥山1D1H多〈含b
3 掛褐色 (!OYR3/2) 粘土 炭化物を含む
4 炭化物層
5 にぶい賃昌色 (IOYR5/4) シルト
6 黒褐色 (IOYR3/l) 枯土 5眉をうミナtt1:a1i

第 2 層7 炭化物層
8 にぷい貫褐色 HOYR5/4) シルト 6眉をうミナ状に含b， 黒褐色 (IOYR3/2) 枯土 炭化物を含む
10 にぷい賣褐色 OOYRS/4) シルト
II にぷい賣褐色 {IOYRり4) シルト g色l\Hぅミナれ1:t,t,

No 土色 • 土性 混入物など 備 考
l 質褐色 (2.5Y5/3) 砂質シルト 鳥i!J1o,クを多〈含t, 笏 I 眉 （人為堆積）
2 黒褐色 (IOYRJ/1) シ ル ト 砂をうミナ状に含U
3 黒褐色 (IOYR3/2) シ ル ト 植物遺体を含む
4 蜀灰貢色 (2.SYS/2) 桔土貫シルト 惰物遺体を含む 第 2 層
5 昌員色 UOY氾fl) 佑土賃シルト 植物這体を多く含b
6 晨褐色 hOYR3/1) 枯土賃シルト 鳥山ta,H多く含t,
A 暗褐色 ClOYR3/3) シ ル ト SD12l7堆積土

くSK1206〉

No 土色 • 土性 混入物など 偏 考
I 1.: ぶい費楊色 (lOYW3) シル ト 這山プロックを含む 第 1 層 （人為堆積）
2 黒褐色 (JOYR3/2) 粘土 シルトをうミナれに含b
3 陪褐色 OOYR3/4) 砂買シルト
4 饉褐色 (IOYR3/3) 砂nシルト 紗をラミ ナ状に含む
5 iこぶい負員色 (IOYRS/3) シルト 壁の崩落土

第 2 層6 層オリ ープ褐色 !2.SYl/3) 桔土 鳥IIJl!tぅミナれに含＂
7 オリープ褐色 (2.5Y4/3) 粘土 亀山プD7クを多く含し
8 オ リープ甚色 (SYJ/3) シH質帖士 亀山Rを9ミナれに含＂， オ リー1置色 (5Y'J/3) シルト質l,l土 遁山プロ7クを含む

くSK1241 〉

<SK1235> 

第46図 2 区の土珊断面図 ( 1 )
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深さはI.Omある。 堆積土は 3 層に大別できる。 第 3 層は壁の崩落土、 第2 層は自然堆積の過程で植

物や炭化物などが廃棄されたもの、 第 1 層は人為的な埋土と 考えられる。

第 1 層からス スが付着した茶臼下臼 （第48図 7 ) 、 堆積土から茶臼上臼（第48図 9 ) 、 ス ス が付着し

た河原石が出土している。

【 S K 1224土凛】（第36 · 47図）

調査区中央部で確認した。 S X 1600道路 跡 よ り 古い。 平面形は長軸1.5m以上、 短軸1.2 mの楕円形

とみられる。 底面は中央が少し凹み、 壁は急に立ち上がる。 深さは0.8mある。 堆積土は 3 層 に大別

できる。 第 3 層は壁の崩落土、 第 2 層は自然堆積、 第 1 層は人為的な埋土と考えられる。

【 S K 1 225土凛］（第36 · 47図）

調査区中央部で確認した。 S D12 08区画溝跡よ り 新しく、 S D 1 140区画溝跡よ り 古い。 平面形は長

軸2 .2 m 、 短軸1.5mの楕円形である。 底面は皿状で、 壁は緩やかに立 ち上がる。 深さは S D1140の底

面から0.6mある。 堆積土は 4 層に分けられるが、 いずれも自然堆積である。

【 S K 1 234土凛］（第36 · 47図）

調査区中央部で確認した。 S D12 37区画溝跡よ り 新しく、 S D1140区画溝跡よ り 古い。 平面形は長

軸3.8m 、 短軸1.5mの歪んだ楕円形である。 底面はほぼ平坦で、 壁は西壁を除いて急に立ち上がる。

深さは S D1140の底面から0.8mある。 堆積土は 2 層に分けられ、 第 2 層は壁の崩落土、 第 1 層は自

然堆積である。

【 S K 1 235土珊］（第37· 46図）

調査区中央部で確認した。 平面形は長軸4.8m 、 短軸3.9mの楕円形である。 底面は平坦で、 壁は急

に立 ち上がり 上部は外に開く。 深さは1.5mある。 堆積土は 2 層 に大別できる。 第 2 層は壁の崩落土

を含む自然堆積の過程で炭化物や炭化物を含む土砂などが廃棄されたもの、 第 1 層は人為的な埋土と

考えられる。

堆積土から在地産片 口鉢 （第48図 1 ) ・ 用途不明の石製品 （第48図6 ) . 磨面をもつ石・砥石 （第

48図3 ) 、 ス ス が付着した河原石が出土している。

【 S K 1 241土凛］ （第37 · 46図）

調査区南部で確認した。 平面形は長軸5.0m 、 短軸3.4mの楕円形である。 底面は平坦で、 壁は急に

立 ち上がり 上部は外に開く。 深さはI.Omある。 堆積土は 2 層に大別できる。 第 2 層は壁の崩落土を

含む自然堆積、 第 1 層は人為的な埋土と考えられる。

堆積土から砥石に転用された平瓦（第44図 1 ) 、 砥石 （第44図6 ) ・ 磨石 ・ 折敷 （第44回 5 ) . 加

工が施された剖抜材 （第44図 5 ) 、 ス ス が付箔した河原石が出土している。

[ S K  1 242土凛】 （第37図）

調査区南部で確認した。 S D 12 31区画溝跡よ り 新しい。 平面形は径2 .0m前後の円形である。 底面

は皿状で、 壁は緩やかに立 ち上がる。 深さは S D 12 31の確認面から0.9mある。 堆積土は 2 層に大別

でき、 第 2 層はオ リ ー プ黒色砂質 シ ル トで自然堆積、 第 1 層は地山 プ ロ ッ クを含む暗褐色 シ ル ト質粘

土で人為的な埋土と 考えられる。 堆積土から木製品の小片が出土している。
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ぬ 土色 • 土性 況入物など 傭 考
I 黙褐色 (2.5¥312) シ ル ト 亀山1u1クを多〈�Ir 第 1 層 （人為堆積）
2 褐色 UOYR4/4) シルト胃枯士 亀山101クを多〈含b
3 暗褐色 (10YR3/3) シ ル ト
4 黒褐色 CiOYR2/2) シ ル ト
5 褐色 HOYR4/6) シルト 質帖土 壁の崩落土
6 黙色 (IOYRl.7/1) シ ル ト 第 2 1iil
7 オリープ黙色 (5Y3/J) シ ル ト 亀山1a -; ク を含む
8 灰オリープ色 (5y412) シルト賃佑士 亀山1u1クを多〈含b， オリープ晨色 {SY'J/1) i, 賃シルト 應山プ0ックを含む
10 鼈灰貴色 (2.5¥4/2) シルト質枯土 過山プロックを含む 第 1 層 （人為堆積）
11 オ リ ー プ褐色 (2.5Y4/3) 帖土 亀山1a,クを多(ti!J

第 2 層12 オ リ ープ褐色 (2.5Y4/3) 枯土 亀山1D1H多（含b
A が ｝ープ褐色 (2.SY4/4) シ ル ト SD1246堆積土

くSK1247 · 1250〉

ぬ 土色 • 土性 混入物な ど 傭 考
1 灰黄褐色 (JOYR4/2) シ ル ト 亀山10,クt多〈含t, 第 1 眉
2 黒褐色 (IOYゆ2) 枯土賃シルト 鳥山101クを多〈含U
3 懇褐色 (IOY氾/2) 佑士Rシルト
4 塁褐色 OOYR212l 砧士賃シルト 惰物遺体を含む
5 應褐色 (IOYR3/2J 帖土f!シルト 第 2 層
6 黒褐色 (IOYRV3) Iii土賃シルト 楕物遺体を含む
7 灰色 (5Y5/l) 帖土質 シ ル ト 邊山プIJ7クを含b
8 灰色 (5Y4/l) 枯土質シルト

くSK1204〉

くSK1225〉

泌 土色 • 土性 混入物など 備 考
I 灰黄褐色 (JOYR4/2) シ ル ト
2 黙褐色 (10YR3/2) シ ル ト 鳥山1D1クを多く含＆ 箱 I 層 （人為堆積）3 にぶい貴褐色 (IOYR513) シルト
4 灰黄褐色 (IOYR4/2) シ ル ト
5 褐灰色 (IOYR4/J) 粘土 亀山プ0ックを含む

第 2 層6 褐灰色 (10YR4/I) 帖土 屠山をうミナ状に含b
7 褐灰色 (JOYR4/I) 粘土
8 褐灰色 (IOYR4/J) 粘土 隈の崩搭土 第 3 層， 褐灰色 (JOYR4/l) 粘土
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ぬ 土色 • 土性 況入物など 偏 考
I 黒褐色 (10YR3/!) 粘土
2 訊褐色 OOYRJ/2) 砂貫シルト
3 褐灰色 (IOYR4/1) 砂 第 1 層
4 凩褐色 (10YR2/2) 粘土 砂を少し含む
5 黒褐色 (IOYR3/l) 粘土
6 霊褐色 (IOYR3/2) 砧土Rシルト 植物遺体を含む

第 2 層7 褐灰色 (JOYR4/l) 砂 H色llt1o,H含U
くSK1234〉

第47図 2 区の土珊断面図 ( 2 )
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No 遺 構 種 別 器 種 産 地 特 徴 写真図版 登録
I SK!235 · 第 2 層 陶沿 片口鉢 在地 筋 目 あ り 17- 2 49 
2 SD1233 · 堆積土 漆製品 椀 外面 ： 黒漆一巴文 （赤漆） 内面 ： 赤漆 18- 8 50 
3 SK1235 · 堆積土 石製品 砥石 使 用 面 ： 4 面以上 I細粒砂岩J 18- 15 51 
4 SD1246 · 堆積土 金属製品 総 鉄製 長さ ： 12.1cm 厚さ ： 0. 紐 18- I 52 
5 SD1246 · 堆積土 金属製品 蝶香 鉄製 長さ ： 5.0cm 幅 ： 0.8-1.0cm 肛さ ： 0.2-0.4cm 18- 2 53 
6 SK1235 · 堆積土 石霰品 上径： 12.«a 下!I: 8.6cm ,\lj さ ： 12.0ca l!J菰程： 7ふ冒 日墨深 さ ： 2.知 （紗岩l 18- 12 54 
7 SKl206 · 第 1 層 石製品 茶臼 • 下臼 放射状の臼目 輪穴 ： 2.汝a ［安山岩I 19- 3 55 
8 SK1205 · 底面 石製品 茶臼 ・ 下臼 臼目不明 底面に ノ ミ 痕 ［安山岩I 19- 4 56 ， SK1206 · 堆積土 石製品 茶臼 • 上臼 径 ；:rue. !Ii さ ： 12.1cm Ill穴： 2.9-lJCII 挽手穴： 一 辺幼ca I安山岩l 19- 1 57 
10 SKI205 · 第 2 層 石襲品 砥石 阻き砥 輻： 20.0cm 厚さ ： 11.7cm （安山岩I 58 

第48図 S K 1 205 • 1 206 • 1 235土珊、 S 0 1246溝跡出土遺物
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【 S K 1 247土凛】（第37 · 47図）

調査区南部で確認した。 S K l250土城、 S D1238溝跡よ り新しく、 S D 1246溝跡より古い。 平面形

は径3.2-3.6mの円形である。 底面は皿状で、 壁は緩やかに立ち上がる。 深 さ は 1.3mある。 堆積土は

2 層 に大別できる。 第 2 層 は壁の崩落土を含む自然堆積、 第 1 層 は人為的な埋土と考えられる。

【 S K 1 250土凛】 （第37 · 47図）

調査区南部で確認した。 S K 1247土城 、 S D 1238溝跡 よ り古い。 平面形は径2.0mの円形である。

底面は皿状で、 壁は比較的急に立ち上がる。 深さはI.Omある。 堆積土は 2 層 に大別できる。 第 2 層

は壁の崩落土を含む自然堆積、 第 1 層 は 人為的な埋土と考えられる。

F .  溝跡

【 S 0 1 21 7溝跡】 （第36 · 49図）

調査区北部から中央部で確認した南北溝跡で、 30m分を検出した。 S B 1358建物跡、 S K l206土堀

よ り新しい。 上幅0.9m 、 下幅0.6m 、 深さは0.2mある。 方向はN - 28° - W前後である。 底面は平坦で、

断面形は箱形に近い。 堆積土は 2 層 に分けられるが、 いずれも自然堆積である。

【 S 0 1221溝跡】 （第35 · 36 · 49固）

調査区北部から中央部で確認した南北溝跡で、 50m分を検出した。 S D1325溝跡よ り新しく、 S B

1361 ・1362 · 1364-1366建物跡、 S X l600道路跡、 S D l 140区画溝跡よ り古い。 上幅0.9m 、 下幅0.6

m 、 深さは0.4mある。 方向はN - 15° -36° - Wである。 底面はほぽ平坦で、 断面形は逆台形である。

堆積土は 2 層 に分けられるが、 いずれも自然堆積である。

1 区北端で検出した S D l 196溝跡は、 本溝と同一遺構とみられる （第28図） 。 その場合、 南北長は 、

77.5mとなる。 また、 2 区南部の S D 1238溝跡も同一遺構である可能性がある。

【 S 0 1 238溝跡］ （第37 · 49図）

調査区南部で確認した南北溝跡で、 17m分を検出した。 S K 1250土城より新しく、 S X 1600道路跡、

S K l247土城、 S D 1246溝跡 よ り古い。 上幅0.6-1.0m、 下幅0.4-0.8m 、 深 さは0.2mある。 方向は 2

区南端付近でN - 13° - Wであるが、 S K 1247土城の北で西へ振れる。 底面は平坦で、 断面形は逆台

形である。 堆積土は 2 層 に分けられる。 第 2 層 は自然堆積、 第 1 層 は人為的な埋土と考えられる。
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ぬ 土色 • 土性
I 灰黄褐色 (JOYRり2) シ ル ト
2 にぶい責褐色 (25Y6/3) シ ル ト
3 閉褐色 (JOYR3/2) シ ル ト
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【 S 0 1 245溝跡】（第37·49図）

調査区南部東側で確認した東西溝跡でllm分を検出した。 S D l243溝跡より 新 し く 、 S B 1373建物

跡、 S D l246溝跡より 古い。 上幅0.6m 、 下幅0.3m 、 深 さは0.4mある。 方向はN - 3 ° -18° - Eであ

る。 底面は平坦で、 断面形は逆台形である。 堆積土は2 層に大別できる。 第 2 層は自然堆積、 第 1 恩

は人為的な埋土 と 考 え られる。

( 5 )  3 区

掘立柱建物跡、 井戸跡、 土城、 溝跡などを確認 した。 調査区東側は近世以降の水田によって削平さ

れており 、 これらの地域では井戸跡や土城、 溝跡がまばらに確認されたにす ぎない。 また、 調査区東

端で古代末期に形成された S X l200湿地跡を確認した。 遺物は井戸跡、 土猥、 溝跡から木製品、 石製

品などが少量出土している。

A. 掘立柱建物跡

建物を15棟確認 し た。 調査区北部、 中央部、 南部に分布するが、 双方とも仙台市教委の調査区に延

びて全容がわからないものがある。 また、 市教委の調査区におさまる建物もあることから、 建物の数

はこれより増える。

建物の方向は、 北部と中央部がN - 15゜ -25° - w 、 南部はN - 8 ゜ -25° - wと、 いずれも北で西

に傾く。 柱穴は20-30cm前後の円形が多い。
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第50図 3 区北部の検出遺構
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第51図 3 区南部の検出遺構

ー 北部の建物 一

【 S B 1 1 72建物跡］ （第52図）

調査区北部で確認した南北 3 間、 東西1 間以上の建物跡である。 柱穴は4 箇所で検出しており 、 3 

箇所で径15cmの柱痕跡を確認している。 建物は東側柱列で総長6.lm 、 柱間寸法は北から2 .lm 、 2 .l m 、

1.9m と みられ、 方向は N - 15° - Wである。 柱穴は径2 0-30cmの円形、 深さは2 0cmある。 埋土は地山

プ ロ ッ ク を含む暗灰黄褐色 シ ル ト である。

【 S B 1 1 73建物跡】（第52図）

調査区北部で確認した南北 2 間 、 東西 l 間以上の建物跡である。 柱穴は 3 箇所で検出してお り 、 2

箇所で径10cmの柱痕跡を確認している。 建物は東側柱列で総長5.0m、 柱間寸法は北から2 .6m、 2 .4 m

とみられ、 方向はN - 2 2 ° - W と みられる。 柱穴は径2 0-30cmの円形、 深さは10-2 0cmある。 埋土は

地山プロ ッ ク を多く含むオ リ ー プ褐色 シ ル ト である。
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ー中央部の建 物 一

【 S B1 350建物跡］ （第53図 ）

調査区中央部で確認した東西 2間以上 、 南北 1間の

東西 棟建 物跡である 。 柱穴は 4 箇所で 検出して おり 、

3 箇所で 径1 5cmの 柱痕跡を確認している 。 建 物は 梁行

1 .6m 、 方向は N -1 5° - Wと みら れる 。 柱穴は 径30-50

cmの 円形 、 深さは30 cmある 。 埋土は地 山 プ ロ ッ クを 含

む灰黄褐色 シルトである 。

( S B  1351 建物跡】（第53図 ）

調査 区中央部で確認した東西 2間以上 、 南北 1 間の

東西 棟建 物跡である 。 柱穴は 5 箇所で 検出して おり 、

5 箇所で 径1 5cmの 柱痕跡を確認している 。 建 物は 梁行

I.Om 、 方向は北側 柱列で測ると E -1 5° - Nと みら れる 。

柱穴は 径20-40 cmの 円形 、 深さは3 5cm前後ある 。 埋土

は地 山 プロ ッ クを多 く 含む暗褐色 シ ルトである 。

( S B  1352建物跡】（第53 図）

調査 区 中央部で確認した東西 3間以上 、 南 北 1間の

東西 棟と みら れる 建 物跡である 。 柱穴は 5 箇所で 検出

して おり 、 4 箇所で 径10 cmの 柱痕跡を確認している 。

建 物は 梁行5.6m 、 方向は南側 柱列で測ると E -22 ° - N 

と みら れる 。 柱穴は 径30 cm前後の 円形 、 深さは30-40

cm前後ある 。 埋土は 暗褐 色 シ ルトである 。

( $ 8 1 353建物跡】 （第53図）

調査区中央部で確認した東西 3 問 、 南北1間の東西 棟で 北に 庇または 縁が付 く建 物跡である 。 身舎

z
 

ー S20

゜ 5m 

迅 E ← E w ← 3.8m 

重11111 
2

 

くSB1 173(E1 • N2) 〉

くSB1172(E1 • N2) 〉
0 lm 

1 :  柱紐 2 :  柱穴坦t 111 1 1 1 11 1 1 1 
第52図 S B 1 172 • 1 173連物跡

と 庇または 縁の 柱穴で 規模や柱痕跡 に違いが認めら れない 。 双方を 含めて10 箇所で 検出して おり 、 す

べてで 径1 5cmの 柱痕跡を確認している 。 平面 規模は 桁行が 身舎北側 柱列で 総長5.9m 、 柱間 寸法は西

から4.0 m ( 2間 分） 、 1 .9m、 梁行は 身舎西 妻で3 .7m 、 庇または 縁の出は1 .3 mである 。 方向は西 妻で

測ると N -2 5° - Wである 。 柱穴は 径30-40 cmの 円形 、 深さは30 -40 cmある 。 埋土は地山プロ ッ クを

含む暗褐色 シ ル トである 。

【 S B 1 354達物跡】（第53 固）

調査 区中央部で確認した東西 4間 、 南 北 2間の東西 棟建 物跡である 。 建 物内部は西 2間が 棟通り下

に束柱穴があることから 床張りと考えら れる 。 柱穴は側 柱と 束柱で 規模や柱痕跡に 違いは認めら れな

い 。 双方を 含めて13箇所で 検出して おり 、 うち10 箇所で 径1 5cmの 柱痕跡を確認している 。 平面規模

は 桁行が南側 柱列で 総長8 .lm、 柱間 寸法は西から 2.0 m 、 1 .9m 、 2.2m 、 1 .9m 、 梁行は西 妻で 総長3 .9m 、

柱間 寸法は北から1 .6m 、 2 .3 mである 。 方向は西 妻で測ると N -1 9° - Wである 。 柱穴は径20-30 cmの
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円形、 深さは25-40cmある。 埋土は炭化物を含む暗褐 色 シ ル ト である。

【 S B 1 355連物跡】（第53図）

調査区中央部で確認した南北 2 間、 東西 1 間の南北棟で南妻に 1 間の張出しが付くとみられる建物

跡である。 柱穴は身舎と張出し部で規模や柱痕跡に違いは認められない。 双方を含めて 7 箇所で検出

してお り 、 すべてで径15cmほどの柱痕跡を確認している。 平面規模は桁行が西側柱列で総長4.8m 、

柱間寸法は2.4m等間、 張出 し の出は1.4mで、 梁行は南妻で4.2mである。 方向は西側柱列で測ると

N -25° - Wである。 柱穴は径20-35cmの円形、 深さは40cmある。 埋土は地山 プ ロ ッ ク を 含 む暗褐色

シ ル ト である。

[ S B 1 356建物跡］（第53図）

調査区中央部で確認した南北 2 間、 東西は北妻で 2 間、 南妻で 3 問の南北棟建物跡である。 柱穴は

7 箇所で検出しており、 うち 5 箇所で径10cmほどの柱痕跡を確認している。 平面規模は桁行が東側

柱列で総長4.9m 、 柱間寸法は北から2.7m 、 2.2m 、 梁行は北妻で総長3.8m 、 柱間寸法は西から1.5m 、

2.3mである。 方向は東側柱列で測るとN - 25° - Wである。 柱穴は径20-30cmの円形、 深さは20-30

cmある。 埋土は地山 プロ ッ ク を含む暗褐色 シ ル ト である。

ー 南部の建物 一

【 S B 1 370建物跡］ （第54固）

調査区南部で確認した東西 3 間、 南北 2 間の東西棟建物跡である。 柱穴は 9 箇所で検出しており、

うち 3 箇所で径10cmほどの柱痕跡を確認している。 平面規模は桁行が南側柱列で総長5.lm 、 柱間寸

法は西から1.7m 、 1.8m 、 1.6m 、 梁行は東妻で総長3.3m 、 柱間寸法は北から1.7m 、 1.6mである。 方向

は東妻で測るとN - 13° - Wである。 柱穴は径20-30cmの円形、 深 さは20cmある。 埋土は地山 プロ ッ

ク を含む暗褐色 シ ル ト である。

【 S B 1 371 建物跡】（第54図）

調査区南部で確認した東西 3 間、 南北 2 間とみられる東西棟建物跡である。 柱穴は 6 箇所で検出し

てお り 、 うち 3 箇所で径10cmほどの柱痕跡を確認している。 平面規模は桁行が北側柱列で総長4.2m 、

柱間寸法は西から2.7m( 2 間分） 、 1.5m 、 梁行は西妻で総長3.0m 、 柱間寸法は1.5m等間とみられる。

方向は北側柱列で測ると E - 13° - Nである。 柱穴は径20-30cmの円形、 深 さは25cmある。 埋土は地

山 プロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル ト である。

【 S B 1 374建物跡】（第54回）

調査区南部で確認 した南北 2 間、 東西 1 間以上の建物跡である。 柱穴は 3 箇所で検出しており、 す

べてで径15cmの柱痕跡を確認している。 南北の総長は9.9m 、 柱間寸法は北から4.l m 、 5.5mとみられ、

方向はN -25° - Wである。 柱穴は径20-40cmの円形、 深 さは20-30cmある。 埋土は地山 プ ロ ッ ク を

含む黒褐色 シ ル ト または地山 プロ ッ ク が主体で黒褐色 シ ル ト を含 む。

【 S B 1378建物跡】（第54図）

調査区南部で確認した南北 2 間、 東西 2 間以上の建物跡である。 柱穴は 5 箇所で検出しているが、

柱痕跡は確認できなかった。 南北の総長は5.lm 、 柱間寸法は北から2.2m 、 2.9mとみられ 、 方向は
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N - 10° - Wである。 柱穴は径20cmほどの円形、 深さは20-30cmある。 埋土は地山 プ ロ ッ ク を含む黒

褐 色 シ ル ト である。

【 S B 1 379建物跡］ （第54図）

調査区南部で確認した東西 3 間以上、 南北 2 間以上の建物跡である。 柱穴は 5 箇所で検出しており 、

2 箇所で径10cmの柱痕跡を確認している。 東西の総長は5.8m 、 柱間寸法は西から2.0m 、 1.6m 、 2.2m

と みられ、 方向はN - 14° - Wである。 柱穴は径20-30cmの円形、 深 さは25cmある。 埋土は地 山 プ ロ

ッ ク を含む黒褐色 シ ル ト である。

[ S B 1 380建物跡］（第54図）

調査区南部で確認した東西4間以上、 南北 2 間以上の建物跡である。 柱穴は 5 箇所で検出しており 、

1 箇所で径10cmの柱痕跡を確認している。 総長は東西7.7m以上、 南北は2.2 m以上ある。 方向はN -

15° - wである。 柱穴は径20cmの円形、 深さは20-30cmある。 埋土は地山 プ ロ ッ ク を含む黒褐色 シ ル

ト である。

C . 井戸跡

[ S E 1 1 34井戸跡】 （第50 · 55図）

調査区北部で確認した。 S D l l06区画溝跡より 古い。 掘方の平面形は径0.8mの円形と みられ、 深

一sl 6 l f--N 3.lrn 

；量応��8 
5 

〈SE1134〉

4 9 

〈SK1255〉

ET 

No. 土色 · 士性 混入物など 傭 憂•

l 賃褐色 (2.SY4!1) 帖土Rシルト 雌山プロックを含t.r
2 灰費色 (2.5Y6/2) 帖土質シルト 亀山101クt多a1:含b 第 J 層 （人為堆積）3 黄褐色 (2.5Y4/I) 粘土質 亀山1D1クを多（合b
4 黙褐色 (2.5Y3!1} 粘土 亀i111017t多Ql:f/b
5 灰色 (SYS/I) 砂質 シ ル ト 第 2 層
6 黄灰色 (2.5Y6/l) シ ル ト 亀tllプD7クを多〈:lit
7 貿灰色 (2.SY4/J) シ ル ト 亀1hプa, クを多〈fit, 掘方埋土
8 灰黄色 (2.5Y6/2) 砂

くSK1262〉

くSE1134〉

No. 土色 • 土性 混入物など 備 考
I 褐灰色 (lOYR4/l) 粘土 基本層序第 I c 雇
2 黙褐色 (IOYR3/2) シ ル ト 亀ilito,,, imit, 席 I 層 （人為堆積）
3 盪褐色 (IOYR3/ll 砧土質シルト 炭化物を含む
4 炭化物層 馴10,?, ltitt� 
5 褐灰色 (IOYR4/l) シ ル ト 島w1a1t, iltUt� 
6 炭化物と 灰の薄い互層 第 2 層7 にぶい貴褐色 (IOYRツ3) シルト 褐灰色粘土を含む
8 褐灰色 (IOYR4/l) シ ル ト 馳ta,,・訊itttt�， 黒褐色 (IOYR3/2) 粘土 亀且10,t. lltlrSb 
10 黙色 (IOYR2/l) 粘土 亀山プロックを含bw l-3.6m くSK1255〉

ぬ 土色 ・ 土性 混入物など
l 鼎褐色 (IOYR3/2) シ ル ト
2 開色 (10YR2/l} 帖土 釦． 戻It書を多〈含b
3 I こぶい貴褐色 (IOY屈/3) シルト 褐灰色シルトを含む

くSK1262〉
s 1-3.lm 

偏＿ 考

壁崩落土が主体

NT
 

ぬ 土色 • 土性 況入物など
l 貴灰色 (2.SY4/I) 砧土Rシルト 亀山10,クを多〈含b
2 貧灰色 (2.SYS/1) 枯士Rシルト 亀山プo,?を多〈約
3 灰色 (5Y6/ll 帖土質シル ト 砂 との互層
4 灰色 C7.5Y4/l)砂質シルト 應山IトプO ック含b
5 にぶい貨色 (2.5Y6/3) 砂 壁の崩落土

〈SK1135〉

偏＿ 考一
第 1 層 （人為堆積）

第 2 層

くSK1135〉
0 lm 
l11,,l1111I 

第55図 S E  1134井戸跡、 S K 1 135 • 1255 · 1262土填断面図
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さは0.5mある。 断面形は円筒形で、 中央に径0.6mの曲 物 を据えており、 側板が 3 段認められる。 枠

内部の堆積土は 2 層に大別できる。 第 2 層は機能時の堆積土、 第 1 層は人為的な埋土と考えられる。

掘方埋土は地山 プロ ッ ク や炭化物を含む褐灰色 シ ル ト や黒色粘土である。

D. 土珊

4 基確認した。 平面形は円形を基調とするもの ( S K 1255 · 1262) と楕円形を 基調とするもの( S

K 1135· 1257) とがある。 以下 、 主な土城について記述する。

【 S K 1 1 35土凛】 （第48 · 55図）

調査区北部で確認した。 S D 1105· 1106区画溝跡 よ り古い 。 平面形は長軸2.4m以上、 短軸2.4mの

楕 円形とみられる。 底面は平坦で、 壁は緩やかに立ち上がる。 深 さは0.9mある。 堆積土は 2 層に大

別できる。 第 2 層は壁の崩落土を含む自然堆積、 第 1 層は人為的な埋土と考えられる。

【 S K 1 255土凛】 （第50 · 55固）

調査区南部で確認した。 平面形は径1.8mの円形である。 底面は北に向けて傾斜しており、 壁は比

較的急に立ち上がる。 深さはI.Omある。 堆積土は 2 陪に大別できる。 第 2 層は壁の崩落土 を含む自

然堆積の過程で、 焼土や炭化物・土砂などが廃棄されたもの、 第 1 層は人為的な埋土と考えられる。

【 S K 1 262土珊】 （第50図）

調査区南部で確認した。 平面形は径1.7 mの円形である。 底面は東に向けて傾斜しており、 断面形

は皿状である。 深さは0.2mある。 堆積土は 3 層に分けられ、 第 1 · 3 層が自然堆積、 第 2 層 は鉄滓

や焼土・炭化物を含む土砂の廃棄層と考えられる。

E. その他の遺構

( S  X 1260遺構】 （第56図）

調査区南端で確認した。 南北5.l m 、 東西4.7 mの L 字形を した土城の東に溝が取付く遺構である。

溝 は S D 1248区画溝跡と接続する。 土城の底面は南北3.5m 、 東西3.0mの L 字形で平坦であり、 壁は

緩やかに立ち上がる。 深さは1.lmある。 接続する溝は上幅1.6m 、 下幅0.7 mで、 深さは0.5mある。 堆

積土は 3 層に大別できる。 第 3 層は土城底面上の壁の崩落土、 第 2 層は機能時の堆積土、 第 1 層は自

然堆積の過程で遺物や焼土・炭化物・土砂などが廃棄された層と考えられる。

遺物は第 2 層から漆器椀、 第 1 層から片口鉢 • 漆器椀 （第57 図 1 ) ・楕円形曲物の底板 （第57 図

3 )  ・ 答 （第57 図 2 ) が出土している。
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第57図 S X 1 260遺構出土遺物

第VI章 ま と め

第m 章で述べたとおり、 宮城県教育委員会による中野高柳遺跡の発掘調査は 5 年に及んでいる。 今

回報告を行ったのは、 そのう ちの住宅地区西側の 1 -4区の古代、 1 - 3 区の中世以降についてで、

調査自体は来年度も予定している。 そのため、 こ こでは住宅地区における遺構変遷の概要を提示する

にとどめ、 遺構期ごとの詳しい内容の検討は、 今後の調査によ って全容が明らかとなった段階で行う

ことにする。

1 .  遺構の重複関係

今回報告した遺構は、 基本層序第VII層のものと第V層のもの、 第 皿 層 ～ 第V層で検出したものがあ

る。 第皿 層は中世以降の旧表土であるが、 残りが悪く、 中、 近世の遺構の大部分は、 第W層 • 第V恩

で確認した。 第VII層の検出遣構は水田跡と畑跡で、 これらは第VI層である灰白色火山灰に覆われてい

る。 第V層検出遺構は、 畑跡である。 その後河川の氾濫 （第W層） を経て中世以降の屋敷が連統して

営まれている。 以上の関係を整理したのが第58図で、 これをもとに遺構期を大別 7 期設定した。 この

なかで第m 期と第W期は、 相互の重複関係は認められないが、 出土遺物から第m期が12 世紀代、 第W

期は13世紀以降とみられることから第m 期→第w期と考えた。 ま た 、 第VI期と第Vl1期も第V 期より新

しいが相互の重複関係はな い。 そこで出土遺物をみると、 第VII期は近世陶磁器を含むが、 第VI期は中

世の陶磁器のみで近世陶磁器が全く認められないことから、 第VI期→第VII期と考えた。
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I第w層の遺構I I第V層の遺構I 第 m 層 の 遺 構

［第1期l （舅I期I 【第置期］ ［第1:1期I I第Va期］ ［舅Vb期］ （算VI這I I舅Vlb期］ ［第W期I

第58図 遺構の重複関係

2. 遺構期の概要と年代

［ 第 I 期】 （第59図）

基本層序第W 層上面で確認した遺構である。 北西部の自然堤防縁辺部で S F 1199水田跡、 南西部で

S F  1334畑跡を検出した。 S F ll99水田跡は、 自然堤防の縁辺か ら後背湿地にかけて作 られており 、

耕作域の東端は S D l150水路跡によって画されている。 内部は、 一辺が6.0-7.Smの小区画水田に分

割されている。 S F l334は、 S D l100河川跡に接続する S D 1256 · 1257溝跡によって北と西を区画さ

れている。 南への延びは流通地区で確認しており 、 耕作域は東西23m、 南北130m以上に及ぶ。

年代は S F l334畑跡が、 耕作痕 、 区画溝ともに底面近くで灰白色火山灰が確認されていることか ら 、

10世紀前葉の火山灰降下によって廃絶したと考え られる。 一方、 S F 1199水田跡は廃絶後に間層が形

成 されたの ちに灰白色火山灰が堆積している。 したがって 、 耕作年代は火山灰の降灰とはある程度の

時間差を考慮しなければいけないが、 沖積地における遺構の埋没状況を考慮すると、 9 世紀末から 10

世紀前葉の間におさ ま るとみられる。

【第1I 期】 （第59図）

基本層序第V 層で確認した S Fl303畑跡、 S Fl333畑跡の時期である。 S F 1303は東を S D 1 100河

川、 西は S D l150溝跡、 南は S D 1309溝跡によって画されており 、 北は調査区外へ延びる。 耕作域の

規模は東西53-55m 、 南北120m以上で、 内部は S D l151溝跡によって細分されている。 S D l151の

南にひ ろ がる耕作域は、 南北110mある。 S F 1333は東を S D l100河川跡、 北は S D 1309溝跡、 西は

S D 1330溝跡によって画され、 南は調査区外へ延びる。 耕作域の規模は東西40m、 南北33m以上である。

S F 1303 · 1333は、 S Dl100と接する東側および S D 1 150 · 1151の接続部分が河川の氾濫によって

壊されている。 とくに S D l151と河川の接続部は土坑状に大きく壊されており ( S X 1154) 、 河川の

氾濫が畑の廃絶原因と考えられる。 年代は上限が灰白色火山灰の降灰年代で、 下限は S X ll54に廃棄

された土器の年代が10世紀前半であることから 、 10世紀前葉以降の10世紀前半代と考えられる。

［第皿期）

S D l100河川跡は、 氾濫 （基本層序第w 層 ） 後湿地化する ( S X l200) 。 S X l200は ゴ ミ 捨て場と

して利用されており 、 かわ ら け・陶器・磁器・木製品 ・漆製品・金属製品 · 動物遺体 • 植物遺体など

が出土した。 堆積土は 2 層に大別が可能で、 かわらけは下層でロ ク ロ 調整のみ、 上層はロ ク ロ調整と

手づくねが共伴して出土した ぼ I )
。 かわ ら けの特徴から下層が12世紀前半、 上層は12世紀中頃か ら 後
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区西名 区 面 溝 規 楔 遺構期 年 代 偏 考

区画A S D 1101 · 1 106· 1129 東西53-62m 清北58m以上 第W期 13世紀中心 S X 1600道路が接続

区画B S D 1223 · 1229 ・ 1230 · 1249 東西63m以上 清北105m ? 第 V a 期

区画B ' S D1231 ・ 1248 · 1289 東西40-SOm 南北105m 第 V b 期

区面C S D1 105A 東西24-29m 南北38-40m
第VI a 期

州辺中央に土檎 ( S XJJ97) 

区面D S D 1208 · 1209 ・ 1237 東西32-35m 南北34-35m 南辺中央に土僑 ( S X l399)、 北西隅に土檎 ( S Xl398) 

区画C ' S Dll05B 東西24-29m 南北38-40m

区画D' S D ll40 · 1400 東西32-35m 南北34-35m 第\11 l> 期 南辺中央に土慎 ( S Xl399) 

区両E S D 1142 · 1400 東洒16-2lm m北34-35m

区画F S D I切5 ・ J288A · B 東西20m以上 南北IOm以上 第\I期 17世紀以降
第3表 区画の規模

半と考えられる。 この時期の遺構は、 S D 1100河川跡右岸の 1 - 4 区で確認されていないが、 遺物の

出土状況から付近に居住施設等が想定されるため、 遺構期を設けた。

中世以降の屋敷跡は大別 4 期（第1V期～第Vl1期） に分けられた。 屋敷跡は、 幅 3 m ほどの溝によ っ

て方形に囲まれている。 方形区画は 6 つ確認しており 、 それぞれの規模は第 3 表に示した。

【第V期］ （第59図）

S D l lOl・1106 · 112 9によ って囲まれた時期で、 区画 （区画A) の大きさは東西53-62 m、 南北58

m以上ある。 内部は西側中央にS B 1159建物跡があるほか、 東側中央や南に建物が配置されるとみら

れる。 区画南辺の溝には、 S X l600道路跡東側溝が接続する。 S X 1600は流通地区の調査でも確認し

ており、 遺跡内で確認した総長は南北390m以上ある。 路面の両端は素掘り の側溝を伴 う が、 西側溝

は東側溝に較べて幅が狭く浅い。 東側溝は2 時期の変遷がある。 路幅は東側溝 B と西側溝の心々 で測

ると、 3.0-4.5mである。 また、 流通地区では、 S X 1600の東に半町規模の屋敷跡が検出されており 、

区画Aと同時期と考えられる （村田・茂木： 2 002) 。

【第V期】 （第60図）

2 時期の変遷 ( a → b ) がある。 b 期 は S D 1231 · 1248 · 1284 · 1289によ って囲まれた時期で、 区

画 （区画B' ) の大きさは東西40-50m、 南北62 m以上あり 、 西辺は中央が西へ張り 出す。 南辺は流

通地区の調査で確認 ( S D 1650) しており 、 区画B' の南北長は105m ほどと考えられる （村田・茂

木 ： 2 002 ) 。 a 期の溝は S D 12 2 3 · 12 2 9 · 12 30 · 12 49で、 b 期の溝と重複する部分が多く、 区画北辺

や東辺で確認できるのみである。 区画 （区画B) の東西長は63m以上ある。

内部は中央北側で建物が重複するが、 区画内での位置が北に偏り す ぎ、 建物は小型で庇をもつもの

がない、 といった特徴から、 主屋はも う 少し南( 4 区周辺） にあるとみられる。 建物群から離れた区

画の縁辺部は、 西側で竪穴遺構、 北西部は大型の土城、 東側で区画溝から水を引き込んだ大型の土城

( S  X 12 60) が認められる。 また、 東側の土城 ( S K 12 62 ) 堆積土からは、 鉄滓や焼土・炭化物が出

土しており 、 周辺で鍛冶を行っていたと考えられる。

【第VI期】 （第60図）

2 時期の変遷( a → b ) がある。 この時期になると、 屋敷が複数の区画から構成 される よ う になる。

その一方、 第1V期 • 第V期の屋敷の規模は半町以上あったが、 第V1期の屋敷は 1 つの区画が30mを前
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第60図 遺構変遷図 ( 2 )

後する規模になる。

a 期は S D ll05Aによって囲まれた区画C と、 その南西部に隣接する S D 1208 · 1209 · 1237で囲ま

れた区画Dからなる。 区画C は北辺が24m、 南辺29m 、 東辺38m 、 西辺で40mあり、 南辺がやや長い

方形である。 南辺中央部には幅1.8mの土橋 ( S X l l97) が設けられている。 区画D は溝の重複から

2 小期 ( a 1 →  a 2 ) に分けられる。 規模は北辺が35m 、 南辺32m 、 西辺34mであり 、 東辺は34-35

mとみられる。 南辺中央部には幅2.5mの土橋 ( S X l399) が設けられる。 また、 a 1 期は北西隅か

ら1.5mのところに、 幅 4 mの土橋( S X1398) が設けられた と みられる。

b 期 は a 期の区画溝が改修された区画C ' · D ' に加えて、 S D l 142に囲まれた区画Eが設けられ、

3 つの区画からなる時期である。 これに伴い区画 C ' 東辺の溝は西へ折れず、 南へ 5 m延びて S D

1142に接続する。 区画の規模は区画D' が変わらず、 区画C ' は南東部が東西16m、 南北 5 mほ ど拡

張される。 区画E は北辺16m 、 南辺20m 、 西辺34m、 東辺37 mで、 東西幅は西に隣接する区画D ' の

約半分である。

区画内部については、 充分な検討を行っていないため a · b 期 ま と めて述べる。 区画C · C ' の建

物は、 ①中央の庇や縁をもつ東西棟の大型建物群 ( S B 1160-1164) 、 ®G)の北東にある①と同程度

の東西棟を主体とする建物群 ( S B l167 -1171) 、 Q)Q)南東の建物( S B 1172 · 1173) 、 ④)(!)南西の南

北棟を主体と する建物群( S B 117 8· 1179 · 1182 、 S A l 181) の 4 グルー プに分けられる。 これらの

中で、 ①は区画内の位置、 建物規模から主屋、 その南の③ • ④は広場をはさんで東西に作られた副屋

と考えられる。 主屋の北にもそれ と 同程度の大型建物が配される。 区画C . C ' の 4 つの建物群は、

ほぼ同位置で建替えを繰り返しており、 建物配置が固定的かつ継続的であったと 考えられる ぼ 2)。 他

の施設としては井戸があり、 広場に作られている。

区画D · D' での建物群は、 ⑤中央の庇や縁をもつ東西棟の大型建物群 ( S B 1361-1366) 、 ⑥)®



南西の建物群 ( S B 1357-1359 · S A l360) の 2 グル ー プに分けられる。 ⑤は区画内の位置、 建物規

模から主屋 、 その南西の⑥は広場の西に作られた副屋と考えられる。 こ れらの建物はほぽ同位置で建

替えを繰り返す こ とから、 配置が固定的 ・ 継続的であったと考えられる。 井戸は、 広場や主屋の西に

作られる。 区画D · D' の建物配置は、 区画C · C ' と較べて主屋北の大型建物と副屋の一方が欠け

ている。 建物や井戸のほかに主屋の西から北西には、 大型の土城が認められる。

区画Eは、 区画C · C ' · D · D ' の よ う な大型建物はみられず、 桁行 3 問以下の小型建物が多い。

これらの建物は区画の南に集中しており、 北は空閑地となっている ぼ3 )
。 こ う した状況は、 区画D ·

D ' の主屋北側にも認められるが、 区画C · C ' には広い空閑地はない。 したがって 、 区画内部の建

物構成やその規模、 空閑地のあり方から、 VI期の 3 区画のなかでの格式は、 区画C . C ' が最も高く、

区画D · D' がこれに次ぐ。 最も低い区画E は区画や建物の規模が小さい反面、 空閑地の割合は最も

高い、 という 傾向が指摘できる。

［第VJr期］

4区のS D12 75と S D 12 88によって囲まれた区画 （区画F) で、 住宅地区では北西隅付近を検出し

たにすぎない。 区画F の南辺は流通地区で確認しており、 範囲は南北60m 、 東西17 m 以上になる。 今

回は区画の一部の報告にとどまるため、 内部施設のあり方は触れることができない。

屋敷跡の年代は、 各遺構期に伴 う 遺物が少なく今後の検討課題である。 現時点での見通しとしては、

第N期は区画溝跡から常滑編年 （中野晴久： 1994) 5 -6型式期の甕が出土していること、 同時期の

流通地区の屋敷跡から13世紀代のかわらけがある程度まとまって出土していることから、 第N期は13

世紀を中心に考えられる。

第vn期は、 区画溝跡から出土した瓦器揺鉢が下草古城跡と類似し、 そこから出土する陶磁器の年代

が16世紀中頃-17世紀初頭のものが主体を占める （須田良平： 1992 · 1993) こと、 また志野丸皿は瀬

戸 • 美濃大窯編年 （藤沢良祐： 1997) の第 9 小期から第10小期頃と考えられることから、 17世紀以降

とみておきたい 如 ）
。 第V期や第VI期は年代を示す遺物がないため、 その間という 位置付けにとどま

る。 したがって 、 溝によって方形に区画された屋敷は、 13世紀につくられたのち 、 中世をへて近世以

降にいたるまで、 遺跡内での場所を変えながら営まれたとの見通しが得られた。 しかしながら、 年代

観の根拠は、 出土鼠の少ない遺物から求めたものであり、 今後は発掘調査や整理の過程をとおして、

屋敷の営みが連続的なものであったのか、 断絶期が存在しないのか、 といった点を含め総合的に検討

を加えていきたい。

（註1) 12世紀代のかわ らけについては、 平泉町文化財センク一の八煎樫忠郎氏や及川司氏、 岩手県埋蔵文化財セ ン タ ーの羽
柴直人氏から ご教示いただいた。

（註2) 建物群③は、 県教委分では数が少ないが、 隣接する仙台市教委の調査区出は多 く の柱穴が確認されている。 したが
っ て、 この部分も他と同 じ よ う に 5 棟以上の建物が厘複す る と み られる 。

（註3) 屋敷内部の空閑地の利用 と して は、 畑 な どが想定される 。

（註4) 近世の焼物については、 東北陶磁資科館の本田泰貴氏に ご教示いただいた。
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写 真 図 版



l ' ' . \' _. 

上段 遺跡空中写真 （南東 か ら 平成1 3年度調査 右手奥の丘陵が岩切城跡）
下段 遺跡空中写真 （北か ら 平成13年度調査 左手奥に七北田川の河口 がみ え る ）

図版 1

81 



Au 

ヽ

2 · 3 · 4 区全景 （北から）
2 · 3 · 4 区全景 （ 真上から 左が北）

図版 2
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上段 1 区東部の遺構 （真上から 中央は区画 C )
下段 1 区東部の遺構 （南から）

図版 3
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図版4
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1 区東部の遺構
（南から）

区画C南東部
（東から
中央右 が S D 1 1 05) 

S D  1 101 区画溝跡
（南から 壁の白い部
分は灰 白色火山灰）



＂． 、-
2 区 S E 1 1 36井戸跡断面 （南か ら ）

図版 5
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上段 2 区 区画D全景 （南か ら ）
下段 2 区 ・ 3 区 区画D · E全景 （ 真上 か ら 上が南）

図版6

邸



区画D · D' 全景
（南か ら 奥が主屋

左手前が副屋）

区画 D · D ' 主屋
（南か ら S B  1361 

-1 366建物跡）

図版 7

87 



S B  1 363建物跡柱穴断面 ( S 1 · E 3 )

〗/
ジ
r

A
 も’

 
S B  1365建物跡柱穴断面 ( N 2 · E 2 )

S B  1366建物跡柱穴断面 ( N 2 · W 3 )

S B  1 358建物跡柱穴断面 ( S 1 · W l )  

S B  1 363建物跡柱穴断面 ( N 1 · W 3 )  

S B  1 365建物跡柱穴断面 ( N 1 · E 1 )  

S B  1 357建物跡柱穴断面 (N l · E 2 )

S B  1 359建物跡柱穴断面 ( S 1 · W 1 )  

図版8



S X 1216土壊墓
（南か ら ）

S E 1 21 5井戸跡断面
（北か ら ）

図版 9
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上段 2 - 4 区 区画B全景 （北か ら ）
下段 3 区 区画 E と 区画 B 北東部 （南か ら ）

図版10
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2 区 区画B北西部
と 区画 D (南か ら ）

S K  1 235土堀 （東か ら ）

S X 1 260遺構全景
（北か ら 左は S D 1 248)

図版11
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図版12
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S X 1 260遺構断面
（ 北 か ら ）

S X 1260折敷出土状況

S X 1 260笙出土状況



1 区 S F 1303畑
耕作痕確認状況

（南西から）

1 区 S F 1 303畑
耕作痕完掘後（西から）

2 区 S F 1 303畑
耕作痕完掘後（北 か ら ）

図版13
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4 区 S F 1 334畑耕作痕 （東か ら ）

�� 

S D  1 050区画溝跡断面 （南か ら ） S X 1 1 54断面 （西か ら ）

S D  1257区画溝跡断面 （南か ら ） S D  1256区画溝跡断面 （西か ら ）

図版14
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1 区 S F 1 1 99水田跡 、 S D 1 1 55 · 1 156水路跡 （南から）

1 区 S D 1 150区画溝跡 （左） 、 S D 1 1 55水路跡 （右） 断面 （南から）

1 区 S F 1 1 99水田跡、 S D 1 156水路跡断面 （東から）

図版15
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1 (第13図 4 )
2 (第13図 1 )
3 ( 第 8 図）
4 (第13屈 7 )
5 (第13圏 6 )
6 (第24図 1 )
7 (第26図 1 )
8 (第24図 2 )
縮尺 1 - 5 : 1/3、 6 · 7  : 1/1、 8 : 1/2 

図版1 6 出土遺物 ( 1 )
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1 (第18図 1 )
2 (第48図 1 )
3 (第24図 4 )
4 (第18図 4 ) 年で- · tl.� .. -,;i 13 
5 (第18図 3 )
6 (第16図 1 )
7 (第18図 2 )
8 (第24図 3 ) 16 
9 (第21回 1 )
10 (第26固 5 )
11 (第16区1 2 )
12 (第16固 3 )
13 (第26回 7 )
14 (第26図 6 )
15 (第44図 1 )
16 (第26固 4 )
17 ----=--
縮 尺 1 - 8 · 13-15 : 1/3、 17 14 
9 -12 · 16 · 17 : 1/2 

出土遺物 ( 2 ) 図版17
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1 (第24図 7 )
2 (第48図 5 )
3 (第48回 4 )
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6 (第44図 4 )
7 (第24図 8 )
8 (第48因 2 )
9 (第57固 1 )
10 (第57図 3 )
1 1  (第43図 3 )
12 (第48図 6 )
13 (第44区1 6 )
14 (第24図 9 )
15 (第48屈1 3 )
16 (第21 図 2 )
縮尺 1 - 3 · 6 -16 : 113、

4 · 5 : 2/3 

図版18 出土遺物 ( 3 )
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2b 赤外線写真

2a 

5b 

4b 

1 ( 第44図 9 )
2 ( 第 18図 5 )
3 (第48図 7 )
4 (第48図 8 )
5 (第24図13)
6 (第44回 9 )

縮尺 1 · 3 - 6 : 1/3、 2a : l/1 、
2b : 3/2 6

 

出土遺物 ( 4 ) 図版19
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